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偏屈王女は獣人王子の愛に溶かされる
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第一章












　アデーレはむせ返るような花の香りと花びら、そして割れるような拍手に包まれていた。

　アデーレが乗せられた輿が通る道の脇に待っていた民衆が、各々籠からまいてくれているのだ。






　籠を持たぬ者たちは、みな一様に大きく手を振り、笑顔で歓声を上げている。

　輿の上から眺める景色は、光と祝福に満ちていた。これから、生贄のように嫁いでいくのだとばかり思っていたのに。

　アデーレを乗せた輿が向かうのは、この道を進みきった先で待つ王子・ユーニスのもとだ。

　アデーレは今日、人間の国・ヒューレオロスから獣人の国・レイモーンへ嫁ぐ。

　森と山に囲まれた国ヒューレオロスと草原で生きる者たちの国レイモーンは、一年ほど前まで緊張状態にあった。森を資材の宝庫として見るヒューレオロスが、森を神聖な場所と考えるレイモーンの土地へ踏み入ったことで争いが起きたのだ。

　交渉が進み、和平を結んだのが一年前。そしてその友好の証として、ヒューレオロスの第三王女であるアデーレがレイモーンの王子であるユーニスのもとへ嫁ぐことになったのだ。

「そんなに人間が嫌いなら、獣人のところにでも嫁ぐがいい」と、父である王に言われたのである。簡単に言えば、厄介払いだ。

　姉である第一王女と第二王女は、早々に有力な近隣国へと輿入れした。器量のいい姉たちは国内外からたくさんの求婚があったのだ。

　兄である王太子デニスは、たったひとりの後継者ということで昔から大切にされている。

　対して末っ子の王女であるアデーレは、物心ついたときからいつだって姉と兄のおまけで、いらないもの扱いをされてきたように感じてきた。

　政略結婚の駒なら王女二人で十分だし、後継者である王太子はいる。三番目の王女など、いつか兄である王太子を支えられるような有力貴族のもとに嫁がせるくらいしか価値がない──そんなふうに思われているのは、それこそ文字を覚えるより先に肌で感じていた。

　だから、アデーレは役に立つ人間になれるよう努力した。王となる兄を支えられるようにと、国のためになることをたくさん学んだ。すると、足りないことや歪なこと、正しくないことがたくさん見えてきて、それをいずれ兄と一緒になって整えていけたらと考えるようになった。

　王族は国なくてはあらず、国は民なくてはあり得ないのだから、民が幸せになるために何をすればいいのか、それを考えて実行に移せる者になるよう努力したのだ。

　だが、その努力によってアデーレが評価されることはなかった。それどころか、ついたあだ名は偏屈王女。賢しらで可愛げがなく、姉王女たちと比べて器量も大してよくないとあって、ますます邪魔者扱いされるようになった。

　それでもいずれ民の役に立てると信じ、適当な結婚なんてするものかと、周囲が用意した縁談を撥ねつけて生きてきたら、気づいたときには二十歳になってしまっていた。

　それにより、十代で嫁ぎ子を産んだ姉たちとますます比べられるようになって、意固地になっていたところに舞い込んだのがこのたびの縁談だったのだ。

　これまでのようにどこぞの貴族からの求婚であれば、アデーレの気持ちひとつで突っぱねることは可能だったのだろう。だが、レイモーンの王子からの申し出とあれば断るのは難しい。

　それに、この件をアデーレに伝える父王の顔を見たとき、これが潮時だと悟ったのだ。

　この国に、もう自分の居場所はない。だから、獣人の国へ嫁がされるのだろうと、そう悟った。

　偏屈王女と呼ばれ、誰にも本当の意味で求められることも大切にされることもない自分が嫁ぐのだから、それは生贄のようなものに違いないとアデーレは考えていた。正妻として娶られはするが、それは所詮お飾りで、どうせ本当に気に入った女性を妾妃として迎えるのだろうと。

　それなのに、レイモーンの国の人々は温かかった。沿道にずっとずっと人々が立っていて、たくさんの笑顔で迎えてくれている。子どもたちが、転がるように走ってきてアデーレを乗せた輿についてくる。人間の国から人間の王女がやってきたとあって冷たくされてもおかしくないと思っていたが、目に入るすべての人々の顔に浮かぶのは笑顔だ。

　レイモーンの人々はみな、動物のような耳と尻尾を有している。その耳と尻尾も喜びを表現するように、弾けんばかりに動いていた。ということは、見せかけの笑顔で歓迎するふりをしているというわけではなく、本当にアデーレの輿入れが嬉しいのだろう。

　こんなふうに誰かに喜ばれたのはいつぶりだろうと考えると、チクリと胸が痛んだ。民の前に姿を見せれば歓迎されたが、王宮にいる間はこんなふうに笑顔を向けられることなどなかった。レイモーンへ旅立つというときだって、みんなようやく厄介払いができたとでもいうように、ほっとした様子だったのだから。

　唯一兄のデニスだけは、優しく声をかけてくれた。だが、彼の顔に浮かんでいたのは喜びではなく心配だ。誰も、アデーレが幸せになることも温かく迎えられることも想像していなかった。

　とりあえずレイモーンの国民に嫌われてはなさそうだということに安堵したものの、問題は嫁ぐ相手であるユーニス王子だ。

　武に優れ、知性もあり、美しい耳と尾を持つ彼は国民の期待を一身に集める存在と聞く。そんなふうに人望厚い人物だから、緊張関係にあった国の王女を娶るのだろう。

　つまりアデーレは、人気者がさらに人気を集めるための道具にすぎない。いくら国民が温かく迎えてくれても調子に乗ってはいけないと、輿の上でアデーレは覚悟を決めて姿勢を正した。

　道具としておとなしく、邪魔にならぬよう生きるのだ。というよりも、生きながらえるために余計なことはしてはいけない。厄介払いで嫁がされたのだから、その嫁ぎ先でも厄介者扱いとなれば、待つのは死のみ。友好の証なのだから滅多なことをしなければ命まで取られることはないとは思うが、それでも積極的に死に向かうよう仕向けられたのではたまらない。

　必要とされていなくても、望まれていなくても、まだ死にたくないとアデーレは思ってしまうのだ。

　生きて、もっとこの世界のことを知りたい。いろいろな景色を見たい。レイモーンの美しい景色を見て、その思いはさらに強くなった。

「まもなく、ユーニス殿下の待つ城門前に到着いたします」

　輿を抱えている者のひとりが、そう静かにアデーレに告げてきた。足元の道は整備された石畳に変わり、王城が近いことがわかる。王城の入り口で、ユーニスは待っているのだという。

　近隣国へ王女を嫁がせるのは、人質の意味もある。アデーレをレイモーンへ嫁がせた以上、ヒューレオロスはこの国へ無用な攻撃はできない。レイモーンもアデーレの母国であるヒューレオロスへ不必要な緊張を与えてはいけない。そう考えると、嫁ぐことによってようやくアデーレは誰かの役に立てたといえる。

　だから、人質として嫌われぬよう、寵愛を欲していると思われぬよう、慎み深く生きていこうと決意した。曖昧な笑みを浮かべ、求められねば口を開かぬ、姉たちのように王女らしい振る舞いをしようと。

　だが、その決意はすぐに打ち砕かれる。

「遅いぞ！」

　アデーレを乗せた輿の前に、つむじ風のようにいきなり何かが現れた。その何かはそう叫ぶや否や地面を蹴って飛び上がり、輿の上のアデーレの体を抱きかかえた。

　とっさに自分は今、さらわれそうになっているのだと理解したアデーレは、身をよじって逃げ出そうとした。

「何をするのです、この無礼者！」

「おっと！　我が妃は元気がいいな」

「え……」

　人攫いの賊の胸に拳を叩きつけてやろうとすると、するりと体をのけぞらせて避けられた。そしてその賊は、ニッカと歯を見せて機嫌よく笑っている。さらに、アデーレのことを「我が妃」と呼んだ。

「ユーニス殿下……！」

　先ほどまで輿を担いでいた者たちが、輿を地面に置き一斉に膝をついて平伏した。それを見て、アデーレは賊の正体を理解した。

「お前たちがあまりにも遅いから、待ちくたびれて迎えに来たんだ」

「申し訳ございません」

「朝から支度したというのに、太陽が真上を過ぎても妃の顔を見られないとなれば、迎えに来るのも仕方がないことだろう？」

「そうはおっしゃられましても、王女はか弱い人間ですから、ゆっくり大事に運ばなくては……」

「そうだな。だが、こんなに元気がいい」

　ひれ伏す者たちに声をかけながら、ユーニスが見つめるのはアデーレだ。

　夕焼けに染まったかのような明るいオレンジ色の髪、太陽に愛された褐色の肌、獲物を射抜く金色の目、そしてピンとした飾り毛を持つ立派な耳と尻尾──それを見て、自分と異なる生き物なのだとアデーレは強く感じた。だが、意志の強そうな凛々しい眉も、その下の理知的な瞳も、牙の覗く野生的な大きな口元も、決して嫌な感じはしない。むしろ、好ましいとすら思った。

「……も、申し訳ありません。殿下と気づかず、無礼を働くところでした」

　避けられたとはいえ、この国の王子であり夫となる人物を殴ろうとしたのだ。そのことを思い出したアデーレは冷や汗をかきながら頭を下げた。おとなしく控えめにしようと決意したばかりなのに、早速気の強いところを表に出してしまった。

「いいんだ。飾りものみたいな女は好かない。それに、乱暴に扱ってしまった俺が悪いからな。──大事に運ぶとするか」

「きゃっ」

　アデーレの背中と膝の裏に腕を通して抱え直すと、ユーニスは走り出した。

　その体勢で抱えられると、彼の顔がひどく近い。だからアデーレは慌てて彼の顔から目を逸らしたが、するとものすごい勢いで景色が流れていくのが見えて、これも怖くて見ていられない。

　仕方なく、アデーレはギュッと目をつぶった。ユーニスがつむじ風のように走るから、強い風が髪や頬を鋭く撫でていく。

　今日の式のためにと、精いっぱい着飾ってやってきたのに。アデーレは髪も目も地味な茶色で、不美人とは言わないが特に秀でた容姿ではない。それでもヒューレオロス風の婚礼衣装に身を包み、レイモーン風の花の髪飾りを挿した今日の自分はいつもよりきれいだという自負があったのだ。

　それなのに、こんなふうに風をきって運ばれてしまえば、せっかく整えた髪も衣装もめちゃくちゃになる。きっと、ユーニスはそんなことどうだっていいのだろうが。

　待ちくたびれたと言ったのも、この結婚式をさっさと終わらせてしまいたいからなのね──そんなふうに考えてから、心が急速に萎んでいったアデーレは、されるがままに運ばれていったのだった。






　その日の夜。疲れた体にいい香りをまとわせて、アデーレは寝台の上にいた。

　あのあとユーニスに抱えられて運ばれ、無事に結婚式は執り行われた。きっと髪も衣装も乱れていただろうが、そんなことは誰にも指摘されなかった。

　王城までやってきた神官を前に夫婦になることを誓い、国王夫妻の前で挨拶をし、そのあとは盛大な宴が開かれた。

　レイモーンの食べ物は口に合わないのではと心配していたが、慣れない見た目をしているだけで味はとてもよく、お酒もおいしかった。故郷を離れ嫁いできたアデーレのためにと、料理人がヒューレオロス風のお菓子を調べて作ってくれていたのも嬉しかった。

　そのお菓子ひとつをとってもそうだが、宴では、誰もがアデーレを歓迎してくれていた。みんな笑顔だった。自分の国で王族や貴族が集まってこれほどまでに笑顔なのは見たことがなくて、不思議な気持ちでアデーレは過ごした。

　だが、きっとこの歓迎も今日限りなのだと、浮かれそうになる心を鎮めた。

　宴のあと、「殿下がいらっしゃいますからね」と言って侍女たちに浴室で体を磨き上げられ、休むときのためのゆったりとした衣服に着替えさせられたが、本当にユーニスが来るかどうかはわからないと考えていた。

　人質のような存在の妻を、果たして王子は抱くのだろうか。アデーレが飾りの妻なら、万一子供などできれば厄介だ。形ばかりの初夜を過ごして、それ以後一切の同衾がないという話も聞いたことがある。

　それに、彼が自分のような女に欲を抱くとは考えにくかった。

　宴でたくさんのこの国の人間を見た。男も女もみなしなやかで美しく、そして獣に似た耳と尾を持っている。その中でも、ユーニスは特に美しい獣人なのだとわかった。望めばどんな女でも抱くことができて、そして多くの女に望まれるであろう美しい男だ。そんな彼が、耳も尾もないアデーレを抱きたいと思うかと考えれば、答えは明白だった。

　きっと、彼の訪れはないまま初夜は終わるだろう。もしくは、遅くにやってきて一緒に朝まで眠るだけでお茶を濁されるに違いない。

　そんなふうに思ってしまったら気が抜けて、アデーレは寝台に体を横たえた。すると、目まぐるしく過ごしたためにいつもより疲れていた体が、途端に休息を求めだす。

「我が妃は、なんと無防備なことか。それか、俺に頭から食われることをお望みかな」

「……ユーニス様」

　いつの間にか寝台にユーニスがやってきていた。音もなく部屋に入り、寝台に上がったらしい。無防備に横になっていたアデーレに覆いかぶさるようにして、上から覗き込んでいる。

　四足の獣にのしかかられたらこんな感じだろうかと、金色の双眸に見下されて思った。ユーニスもアデーレと同じくゆったりとした簡易な服に着替えていて、休む格好をしているのがわかる。

　部屋の中は揺らめく蝋燭の灯りに照らされていて、香が焚かれている。

　ほんのりと明るい光の中で見るユーニスは、昼間とは違った色気があることに気がついてしまった。

「アデーレよ、体調はどうだ？　長い時間の移動に加え、騒がしい宴だったからな」

「……少し疲れましたが、大丈夫です」

「そうか。まあ、ヘトヘトに疲れたと言っても、抱くのだがな」

「だ、抱くのですか……？」

　まさにこれから食べられる獲物のような体勢をしていながら、アデーレはまだ覚悟ができていなかった。この美しい男が自分に興味を持つのが、いまいち理解できなかったのだ。

　だが、ユーニスは逃がす気などないらしく、おかしそうに笑う。

「妻を抱かぬ夫がいるわけないだろう。俺たちは今日、夫婦になったのだ。だから今夜から抱くぞ。抱かぬわけがない。嫌かもしれんが、すぐによくしてやる」

「ひゃっ……」

　味見をするかのように、ユーニスがアデーレの首を舐め上げた。ゾクゾクと背筋に怖気が走ったが、それは怖さだけによるものではないのは明白だった。

「そんなに可愛い声をあげるな。初心な妻に無体を働かぬよう、これでも必死に抑えているのだから。たっぷり俺の匂いをつけてやらねばならんから、ゆっくりと可愛がってやろう」

「んんっ……」

　今度はベロリと唇を舐めあげてから、熱く口づけられた。唇と唇を触れ合わせるような、優しい接吻ではない。アデーレの小さな唇をいきなり喰むように口に含むと、舌で乱暴に歯列をこじ開けて口内を蹂躙し始めた。

　口で口を塞がれ、荒々しく舐め回される。逃げ惑うが許されるはずもなく、アデーレの舌はユーニスの舌に絡め取られ、好き放題啜られてしまった。

　いずれ誰かに嫁ぐ身として、閨でどのようなことがなされるのかは淑女教育として施されていた。自分でも書物にあたり、知識として身につけていたつもりだった。

　だが、序盤からしてユーニスとの行為は、人から教わったものとも本に書いてあったこととも違っていた。

　こんなふうに息ができなくなるほど口づけられるのなんて、知らなかった。口の端から唾液が滴るほど舌を絡められるのなんて、誰も教えてくれなかった。それによってこんなふうに体が熱くなることも、胸が壊れるのではないかというほど心臓が鳴ることも、知らなかった。

「ほら、息継ぎをしろ」

「はっ……はぁ、はぁ……」

「あまりにもお前の唇が可愛らしく、唾液が蜜のように甘美だったから、ついやめられなくなった。だが、息を忘れてはいけないぞ」

「……はい」

　ようやく唇を解放したユーニスは、頬を上気させ肩で息をするアデーレを見て笑っていた。どちらのものともわからない唾液で唇が濡れて、先ほどより艶が増している。

「口づけ程度でへばっていては体がもたんぞ。これから、もっとすごいことをするのだからな」

「ひぃ……」
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　再び覆いかぶさってくると、今度はまた首を舐められた。だが、彼の舌はそこに留まらず移動していく。どうやら味見は全身に及ぶらしい。

「このまだ熟れきっていない体……たまらんな。俺が可愛がって育ててやろう」

「えっ……そんな……んっ！」

　移動したユーニスの舌は、アデーレのささやかな胸のふくらみを次の獲物に定めた。片手でやわやわと揉みしだきながら、もう片方の胸の頂は舌先で転がすように弄ぶ。これまで、自分の体にそんなふうに触れたことがなかったため、揉まれるのも舐められるのも未知の感覚だ。それでも、与えられるその未知の感覚に声を上げるのを耐えることはできていた。

　だが、ユーニスが赤子のように胸の先に吸い付いたときは、こらえることができなくなった。

「あぁんっ！」

　背中をのけぞらせ、あられもない声をあげた。すぐに手で口を塞いだが、あげてしまった声が戻るわけではない。

「ここが好きか。声を我慢しなくていい。お前も、お前のあげる声も、すべて俺のものなのだからな」

　そう言ってから、ユーニスは口を塞いでいたアデーレの両手を頭の上でひとまとめにして、手首を掴んで動けなくした。そしてまた、胸の頂への愛撫を続ける。

「あっ、ぁん……あ……あぁっ」

　こらえようにも声は漏れ、手で塞ぐこともできなくなって、アデーレは与えられた快感に喘ぐことしかできなくなった。

　舐められ、腰から甘い痺れが生まれて、次々と声が漏れてしまう。声を出すだけでなく、ユーニスに与えられる快感に体が震え、身をよじり、腰を揺らしてしまう。

　アデーレの動きを封じることなど片手で足りるらしく、ユーニスはもう片方の手で腰の曲線や内ももを撫でていた。その撫でられるという行為にすら気持ちよさを感じ、アデーレは自分がおかしくなっていくのではないかという感覚を覚えた。

「そんなに膝を擦り合わせて……すぐにここも触ってやるからな」

「きゃっ」

　無意識のうちに擦り合わせてしまっていた膝を割って、ユーニスがアデーレの脚を開かせた。大きく脚を開かされ、恥らったアデーレは何とか閉じようとした。だが、手の自由は奪われているし、脚の間にはユーニスが入り込んでいる。彼の眼前に恥ずかしい場所を晒しているのだと思うと耐え難いが、抗う術がアデーレにはなかった。

「濡れてはいるが……もう少し解したほうがいいだろうな」

「え、濡れて……？　んんっ」

　自分のそこが濡れていることに気がついておらず驚いたアデーレだったが、ユーニスが脚の間に顔をうずめたことでそんな驚きはどうでもよくなってしまった。

　ユーニスは、アデーレの秘められた場所に舌を這わせた。彼の指摘どおり、そこは濡れている。粗相をしたわけでもないのに。濡れたそこを、彼の舌が動き回る。

「はぁんっ、やっ、あっ……あぁんっ」

　蜜を溢れさせる中心も、その上で凝っている花の芽のような場所も、舐められるとゾクゾクした。信じられないほど気持ちがいい。その気持ちよさに比例するように、蜜もどんどん溢れてくる。腰が揺れる。背筋に快感が走る。

「あっ……ひ……あぁっ……！」

　その快感が駆け上がってくるような感覚がした直後、アデーレは体を弓なりにしならせ痙攣させた。

「気をやったのか……よしよし」

「気を、やる……？」

　くったりと体を弛緩させたアデーレの髪を、ユーニスが優しく撫でた。微笑み見つめてくるその顔は優しげでありながら、獲物に狙いを定める獣のような剣呑さがある。

「快楽を極めたということだ。俺に舐められ、気持ちよくなったということだな。じゃあ、そろそろ中も解していくか」

「えっ、やっ、ん、ん……」

　達するという初めての体験の戸惑いから立ち直れていないまま、今度は蜜を溢れさせる中心に指を突き立てられ、アデーレは震えた。濡れた肉をユーニスの逞しい指が擦りあげる。解すように出し入れする。

　自分の体の中にそういった場所があるということは知識では知っていたが、こんなふうに濡れることも、擦られると気持ちがいいことも、知らなかった。そして、触れられればもっと奥を触ってほしい感覚になることも。

「そんなに指を食い締めて……そろそろ、大丈夫か」

　確認するように何度か指を抜き差ししてから、ユーニスは指を引き抜いた。そして、おもむろにアデーレの着ているものを脱がせ、自らも裸になる。

「ようやく、俺のものをお前にうずめてやることができるな」

　アデーレの蜜に濡れた指を見せつけるように舐めながら、ユーニスは期待をにじませてアデーレを見下ろす。そんな彼に、そして彼の体に視線を向けて、アデーレは悲鳴をあげた。

「……そ、そんなものが私の中に……？　無理です！　死んでしまいます！」

　ユーニスの腹につきそうなほど反り返った屹立を前にして、アデーレはすっかり怯えきっていた。

　一度だけ、「このくらいの大きさです」と教師に模型のようなものを見せられたことがあったが、それでも恐ろしいと思ったほどなのに。ユーニスのものは、模型とは比べ物にならないほど大きい。そんなものを突き入れられれば死んでしまうと、怯えて目に涙を浮かべる。

　だが、そんなアデーレを見てユーニスは気の毒がるどころか嬉しそうにしている。

「そんなに可愛いことをいうものじゃない。我慢できなくなるだろう？　それに、女の内側は柔らかい。男を優しく受け止め、包み込むようにできている。だから、安心しろ」

「んっ、あっ」

「ここも口を開けて俺のものを欲しがっている。咥えさせてやるぞ──ほら」

「……あぁっ！」

　アデーレをなだめるように蜜口に自身を押しつけて擦っていたユーニスだったが、何度かそうして動かしたあと、腰を突き出しそこを貫いた。

　肉襞をかき分け、凶悪な屹立が突き進んでくる。その強烈な感覚にアデーレは逃げ出そうとするが、ユーニスが逃がすわけがない。

「あっ、いやぁ……し、死んでしまいますっ」

「確かにこれは……狭いな。まだ先端しか挿れてないというのに……」

「む、無理です！　助けて……死んじゃうっ」

「そうだな。──早く天国を見せてやろう」

「んああぁっ……」

　身をよじり、涙を流しながらアデーレは懇願するのに、ユーニスは笑みを深めながら腰を進めていく。ゆっくりゆっくりとではあるが、雄々しい肉棒がアデーレの内側に入ってくる。

　このままでは脚の間を中心に体を真っ二つに引き裂かれてしまうのではないかと思い、その痛みと恐怖にアデーレは子供のように泣きじゃくりながら、ユーニスの背中に爪を立てた。

「ユーニスさまっ、痛い……痛いです……」

「存分に爪を立てろ。アデーレも、俺の体に跡を刻め」

「……お願い……抜いてくださいっ」

　体が内側から押し開かれる痛みだけでなく、奥から何か熱いものが溢れてくるかのような感覚に怖くなっていた。おまけに、濡れた肉は歓迎するかのように締めつけて、奥へ奥へと導くような動きをする。それがどうやら気持ちがいいらしく、ユーニスは獣のような荒い息をアデーレの耳に吹きかける。

「口ではそんなふうに言うが……体のほうは俺に馴染んできて、すごく甘えてくるじゃないか。こんなに締めつけて……ほら、全部入ったぞ」

「んっ、そんな、あぁ……」

　ユーニスはアデーレの肉づきの薄い腹を撫でた。ここまで自分のものが入っていると示すように。あれほどまでに凶悪で巨大に見えたユーニス自身は、今アデーレの中心を深々と貫いている。

「ここが、子宮の入り口だ。これから毎晩、ここにたっぷり注いでやる。子を作るためはもちろん、体の中に俺の匂いを染みつかせねば他の雄に狙われてしまうからな」

「あっ、そこ……」

　奥まで突き入れられたと思ったのに、腰を掴んでさらにズンと突かれ、アデーレの体は跳ねた。自分では決して触れられぬ場所を押し上げるように突かれ、鈍い痛みとともに快感が走る。

「そうか、ここで感じるか。それなら、腹の上からも触ってやろう。ほら、ここだ。ここで俺のものを咥えこんでいるんだ。おお……締めつけるな」

「あっ、はぁ、あっ、あぁっ……うぅん……」

　ゆっくりと肉棒で奥を突き上げながら腹の上から押されると、快感が強まり、アデーレの腰はさらに跳ねる。先ほどまでユーニスの太く逞しすぎるものを恐れ、痛みを感じていたのに、今は痛みより気持ちよさが勝る。

「我が妃は飲み込みがいいな……いや、これは男を狂わせる体か……もう搾り取られそうだ」

「はあぁっんっ！　んんっ！　あぁっ！　やっ！」

「待て待て。そう締めつけてくれるな……お前の初めてなのだから、もう少し堪能させてもらうぞ」

　アデーレの体が馴染んできたのを感じたからか、ユーニスは激しく腰を動かし始めた。反りが強く硬いその肉楔は、そっと抜き挿しするだけでも強烈な快感をアデーレに与える。

　アデーレの内側は突かれるたびに食い締め、引き抜かれると名残惜しそうに絡みついた。蜜がどんどん溢れ、ユーニスが腰を打ちつけるたび肉がぶつかる音とねっとりとした水音が響く。

　腹の奥から広がってくる快感が意識をどこかに押し上げようとしているのを感じ、アデーレはその未知の感覚に怯えた。いやいやをしてその感覚から逃げようとするが、そんな仕草はユーニスを喜ばせるだけだ。

「そうか、そんなにいいか。果てが近いのだな。存分に極めろ。俺の名を呼べ。そうすれば……楽園へ連れて行ってやろう」

「あっ、やぁんっ……ユーニス……ユーニス様ぁっ」

　ふわふわと押し寄せる甘い快楽に我を忘れたアデーレは、自らの腰を振りながら夫の名を呼んだ。こんなことはいけない、はしたないと思う気持ちと、早く楽園へ導いてほしいという気持ちがせめぎあい、後者が勝った。初心で生真面目な王女は、初夜の褥で夫から与えられる快楽を貪る新妻へと変貌を遂げた。

　ユーニスはそれに応えるようにアデーレの細い腰を掴み、荒々しく自身の腰を振った。激しい抜き挿しにより、様々なところが刺激される。甘い痺れは頭から爪先まで駆け抜け、貫かれた蜜壺を中心にしみ渡るみたいに広がった。

「あっ……ユーニス様！　ユーニス様ぁ……あぁっ……！」

「くっ……」

　アデーレが快楽を極め尽くし肉襞を痙攣させるように締めつけたその瞬間、ユーニスは低く呻いて動きを止めた。肉楔は一層硬さと太さを増し、力強く脈打つ。その脈動に合わせ、熱い飛沫が何度も何度も迸るのを、アデーレは飛びそうになる意識で感じていた。

「……これでアデーレは、俺のものになったな」

　まだ深々と貫いたまま、ユーニスが覆い被さりながら言った。汗ばむ肌と肌がぴたりとくっつき、その熱い皮膚の向こうで彼の心臓も激しく鼓動を打っているのがわかる。

　改めてこの美しい男が自分に欲情し、その欲のままに抱かれたのだとアデーレは実感した。

　誰にも欲しがられなかった偏屈王女が、この獣人王子の妻となったのだ。

「本当はまだまだ食ってやりたいところなのだが……大事なお前を壊すわけにはいかないからな。……今夜はこのまま、共に眠ろう」

　覆い被さられていて顔は見えない。だが、すぐ耳元で聞こえてくる声は低く穏やかで、まるで愛しいものに話しかけるようだ。

　その声が、触れ合う熱が心地よく、愛されているような気がして、アデーレは幸福を感じた。だから返事の代わりにそっとユーニスの背中に腕を回し、彼のことを抱きしめた。

















第二章












「アデーレ様、お茶をお持ちしましたよ」

　午後のゆったりと流れていく時間の中。微睡みたくなるのをこらえながら書物に目を通していると、侍女が盆を手に部屋に入ってきた。

　犬の獣人である双子の侍女たちは、慣れない手つきでテーブルの上にお茶の用意を整えていく。アデーレの侍女にとつけられたこの子たちはまだこういった仕事に不慣れらしく、見ていて少しハラハラする。

「ありがとう。ちょうど休憩にしたいところだったの」

　アデーレがお礼を言うと、二人とも嬉しそうに尻尾を振った。耳がピンと立っているのが姉のナジャー、耳が垂れているのが妹のマイィだ。二人ともアデーレが嫁いできたその日から、とてもよくしてくれている。

「本当は殿下も来たがってらしたんですよ」

「アデーレ様はすぐ根を詰めるから、よく見ていてくれって言われました。さあ、お花のお茶ですよ」

　ナジャーが器にお茶を注ぎ、それを運んできたマイィがぐいぐいとアデーレに押しつける。もう少し読み進めてから休憩にしようと思っていたが、二人はきっとアデーレを今すぐに休ませないと気が済まないのだろう。仕方なく器を受け取り、本を傍らに置いた。するとゆっくりさせようという考えか、侍女たちはその本と他の積んであったものも遠くへ運んでいってしまった。

「ユーニス様もお忙しそうだから、私もせめてこの国のことを勉強するくらいはしておかなくてはと思っているのだけれど」

「殿下はお祭りの準備ですから、お気になさらず。花嫁が来たのが嬉しすぎて浮かれているのです」

「だから、アデーレ様ものんびりお昼寝をしていてもいいのですよ」

　本を読むことくらい許してくれないものかと思うのだが、ナジャーもマイィもアデーレを休ませようとする。

　日当たりも風通しもいい明るいこの部屋で昼寝をすればさぞ気持ち良いだろうと思うのだが、昼寝を習慣としていないためなかなか難しい。

「ゆっくりできているから、大丈夫よ」

　王城の奥まったところにある部屋ではあるものの、アデーレのために用意されたこの部屋はよく整えられ居心地がよく、昼寝はできないまでもとても寛げている。それに侍女たちが不慣れでもよく気のつく子たちだから、何も不自由することはない。

　彼女たちに付き添ってもらい王城の中を歩き回ると、城で働く者たちも警備に当たる兵士たちも、みなアデーレのことを笑顔で歓迎してくれる。書庫で本を選んでいると部屋まで運ぶと申し出てくれる者が必ずいるし、城下へ出る際はぜひお呼びくださいとしきりに誘ってくる者もいる。

　顔を合わせるすべての者たちが、驚くほど温かく優しいのだ。

　この国に来るまで、アデーレは〝敬わなければならないから敬われていただけ〟の存在だった。王太子がいる国の三番目の王女なんて、邪魔な存在であることは誰の目にもあきらかだった。だから、こんなふうに無条件に受け入れられ大事にされる体験は、これまでしたことがなかった。

「そういえば殿下はお祭りの準備もしてるんですけど、アデーレ様のための離宮を建てる現場にも顔を出しているからお忙しいみたいですよ」

「え、離宮？　この部屋のほかに私の場所を用意するというの？」

　こんなに立派な部屋を宛がわれているのにと、アデーレは驚いてしまった。美しい調度品が設えられ、広々として居心地のいいこの部屋をすでに用意してもらっている。それなのにさらにまた何か用意してもらうとあっては、贅沢が過ぎるというものだ。

「ここはただの客人をもてなす部屋ですよ。それに、迎えた妻のために住処を用意できないような者は男ではありませんから、離宮を用意するのは殿下の当然の役目なのです」

「王族ですから、それは一般的な男よりも重要な意味を持ちますしね」

　驚くアデーレとは違い、ナジャーもマイィも当然という顔をしている。どうやら、このあたりは文化の違いのようだ。

　歓迎されているだけでなく大事にされているのがわかって、嬉しい反面、少し落ち着かない。だからこそ、せめてそうして大切にされるだけの価値を示せればと、この国についていろいろと学ぶことが必要なのではと思っているのだが、一朝一夕で叶うことではないのがもどかしい。

「そういえば、祭りとはどんなものなの？　私にも手伝えることはあるかしら？」

　何かできることがあればと申し出たのだが、それがおかしかったらしくナディーもマイィもクスクス笑う。

「祭りの主役が準備に顔を出してはいけませんよ」

「え？　私が主役なの？」

　初めて聞かされる話だったが、主役ならなおさらこんなところでのんびりしていていいのだろうかと感じる。

「王や王子が妃を迎えたときにやる祭りなんですよ。みんなで山まで走っていって、妃に捧げる花を取ってくるんです。一番にお妃様のところにたどり着いた人は大変な栄誉なのです」

「自身を売り込みたい者、自分の店や実家を宣伝したい者などが張り切って走るのです。だから、アデーレ様は花を持ってきた者に栄誉を授ける存在として堂々としているだけでいいんですよ」

　祭りの説明をしてくれた二人は「当日は私たちの腕が鳴ります」とニコニコして言う。栄誉を授ける妃は、きれいに着飾っているのが礼儀らしい。

　ただ座っているだけでいいなんて、どうにも居心地が悪い話だ。姉たちのように美しく華がある王女であったのなら、そんなふうに姿を見せるだけでありがたがられもするだろうが。

「何か、私にもできることがあればいいのだけれど……」

「そこにいるだけで、周りの人にとって価値があるということもあるのですよ」

　心苦しくなって言うアデーレに、ナジャーが優しく言った。

「ユーニス殿下は言わずもがなですが、城内を歩き回っても感じませんか？　アデーレ様がいらしたということが嬉しくて、それだけでみんなの喜びなんですよ。だから、自分はいるだけで価値があるのだと、どうぞふんぞり返っていてください」

　マイィもニコニコして姉の言葉を引き継いだ。

　それは慰めにはなったが、まだこの国に来て自分が何をすべきか見出せていないアデーレにとっては、救いにも支えにもまだなり得ない言葉だった。

　どうやら歓迎されているらしいというのはわかる。粗末にも扱われていない。だが、その理由がわからない以上、落ち着かないのだ。

「私、母国では邪魔者というかいらないもの扱いだったから、こんなふうに優しく大切にされることにまだ慣れないの……優しくされる理由もわからない」

　ポツリと、それこそ口からこぼれ落ちるようにアデーレはつい言ってしまった。こんなこと、ヒューレオロスにいたときなら誰にも聞かせることはできなかった言葉だ。でも、ナジャーもマイィも優しくて、親しくしてくれるから、口をついて出た。

「アデーレ様は、生まれる国を間違えたのですね。これからは誰も、そんなことを言わないしそんな扱いもしません」

「それに、この世に役立たずなどいないんですよ。ユーニス殿下がおっしゃるには、『役に立たないと感じるならば、それは力を発揮できる場所にいないからだ』とのことです。私たちも、アデーレ様の侍女にと言っていただくまではなかなか適所が見つからなかったのです」

　アデーレの言葉を聞き流すことも否定することもせず、二人は自分なりの言葉をかけてくれた。マイィが引用したユーニスが言ったという言葉も、少しアデーレの心を強くしてくれた。

「……自分にまだ何ができるかわからないけれど、ここなら私も何か自分にできることを見つけられそうな気がするわ」

　そうであってほしいという願望と、そうしなければならないという決意を込めてアデーレは言った。










　祭り当日。

　街の広場の中心に設えられた豪華な壇上にアデーレはいた。

　朝から張り切った侍女二人の手によって風呂で磨き上げられ、この日のためにと用意された衣装を身に纏っている。

　その衣装は深い緑の布地に、金糸や宝石で美しい縫い取りが施されている。上半身は体の線に沿うようにぴったりと作られているが、袖や腰から下はふんわりと布地が広がっていき、刺繍がどんどん細かくなっている。

　衣装だけでも豪華なのに、それを引き立てるように大粒の宝石が中央にあしらわれた首飾りや額飾りまで着けられて、アデーレはこれまでに経験したことがないほど着飾らせられた。

　ドレスはヒューレオロス風のものを用意してもらったが、装飾品は王妃がわざわざアデーレに身に着けさせるようにとナディーたちに渡したものだという。その王妃は、王と並んでアデーレの隣に座っている。

「やっぱり、あなたのきれいな鎖骨の線を活かすにはこの首飾りだったわね。お揃いのものが着けたくて、急いで作らせたのよ」

　王妃はそう言って、少女のように可憐に笑った。美しい耳と尾を持つのは王やユーニスと同じだが、彼女の美しさをさらに際立たせるのはその珍しい毛色だ。王妃は真っ白な毛並みをして、薄い金茶色の目をしている。肌も抜けるように白い。ひと目でか弱いとわかる彼女は本当に日の光にも弱いらしく、すぐ後ろに大きな日除けを持つ従者がいる。

　王妃は真っ赤なドレスにアデーレと同じ意匠の装飾品を身に着けているが、決して華美に見えないのは彼女自身が色を持たず儚げだからだ。レイモーンではあまり雪が降ることはないと聞かされているが、もし雪原に王妃を立たせたら簡単に見失ってしまうだろうとアデーレは思った。

「こんなに素敵なものを……ありがとうございます」

「いいのよ、あなたはもうわたくしの娘なのだから。今度、わたくしの部屋にいらっしゃい。お茶を飲みながら新しいドレスの相談をしましょう。ヒューレオロス風のお菓子も用意させるわ」

「はい。ありがとうございます」

「そのほかにも欲しいものがあれば言ってちょうだいね。何でも用意してあげるわ」

　王妃は椅子から身を乗り出すと、アデーレの手を握った。自分の母親にもこんなふうに好意的に接してもらったことがないため、アデーレは戸惑ってしまった。だが、決して嫌なわけではない。

「ほら、そんなにはしゃぐものではない。また体調を崩すぞ」

　楽しそうにする王妃に、王が心配そうに声をかけた。ユーニスによく似た、彼よりもさらに勇ましい風貌の王は、今にも風にさらわれそうな王妃に未だに夢中である。

「だって嬉しいんだもの。アデーレは私の可愛い娘よ。ユーニスは、こんなに可愛い子をおいてどこに行ってるのよ」

　王妃の言うとおり、アデーレの隣の椅子に座るはずのユーニスの姿はない。準備を張り切っていたのだから、彼が祭りを欠席するはずはないのだが。

　不安に思いながらアデーレが周囲を見回していると、こちらに向かってくるユーニスの姿があった。だが、日頃の王族らしい服装ではなく、なぜか市井の若者たちが身に着けているような簡素な服を着ている。

「アデーレ！」

「ユーニス様、どうされたのですか？」

「今から俺も走ってくる！　待っていてくれ！」

　それだけ言うと、ユーニスはまた踵を返して走っていってしまった。彼が走っていった先は、今回の祭りの主たる目的であるレースの待機列だ。間もなく合図とともに山に向かって若者たちが走り出すのだという。

「あの子ったら、しょうがないわね」

「まあ、王族がレースに出てはならないという決まりはないからな」

　王妃と王はそう言い合って笑っていた。事情がよく飲み込めないアデーレは、ただレースが始まるのを見守るしかなかった。

　それからほどなくして、大きな太鼓の音を合図に一斉に若者たちが走り出した。ユーニスはどこだろうかと探したが、同じような服装をした若者たちが我先にと走っていくため、見つけることができない。そのうちに、最後尾についた者たちの姿さえ遠ざかっていき、豆粒ほどの大きさになって、やがて見えなくなった。

　若者たちが目指すのは、遠くにそびえる高い山だ。その山は隣国との境にあたるのだが、あまりに険しいため隣国もレイモーンも日頃は足を踏み入れない。だからこそ、国境の役割を果たしているということだ。

　その険しい山まで駆けて戻ってくるというのだから、これから長い時間ただ待つだけなのだろうか。

　アデーレがそんな疑問を抱いたところで、広場がざわついた。見ると、絵が描かれた大きな板を頭上に掲げた者たちが何人かいる。

「あれはね、今回のレースの優勝候補について解説をしているのです。事前に出場者がわかっているので、ああして似姿を描いたものを用意して、その者がどの程度の実力か、どのような出自なのかみんなに知らせるんですよ。そうしたほうが、レースを待つ間も面白いので」

　何が何だかわからずにいるアデーレに、王妃が説明してくれた。その説明を踏まえて広場のほうに意識を集中させてみると、確かにそのような解説が聞こえてくる。今年の優勝候補は、果物屋で働く若者と、染め物屋の若き店主と、肉屋の息子だという。だが、飛び入りのユーニスが一番だという声が聴衆からあがり、ああでもないこうでもないと盛り上がっている。

　解説が済んでしまえば退屈するのではないかと心配したが、レースの道沿いに先回りしていた者たちが伝令として走ってきて現在の状況を知らせてくるなど、盛り上がりが衰えないよう工夫が凝らされている。

　それに、待つ間に人々は広場に出店している屋台から食べ物や飲み物を買って食事を済ませている様子だ。アデーレたちのところにも、ナディーやマイィなどの使用人たちが食事の用意を整えて運んできてくれた。

「毒見は済んでおりますので、安心してお召し上がりください」

「どれが美味しかったか教えてくださいね。妃が選んだ料理屋として称号を授かることは、その店には大変な栄誉となりますので」

　大きな盆を運んできてくれたナディーとマイィが誇らしげに言う。

　どうやら屋台の食べ物を持ってきてくれたとわかったときは少し驚いたものの、趣旨を理解して納得した。レースだけでなく、この食べ物屋の屋台も祭りを盛り上げるひとつの要素ということらしい。だからアデーレはひとつひとつ丁寧に食し、どれに一番の称号を授けるか真剣に悩んだ。

　その後、着飾った十数人の可愛らしい娘たちがやってきて、少し緊張した様子で舞を披露し始めた。十代半ばの少女たちが踊る姿は愛らしく、アデーレは微笑ましく見ていた。だが、しばらく見ていると踊り子の少女たちがしきりに笑顔で手招きしてくる。

「アデーレ、教えてもらってらっしゃい」

　ニコニコと王妃が言う。周りを見れば王に、ナジャーとマイィも頷いている。

「この子たちの踊りは、この国に伝わる伝統的な踊りなの。好きな男の人ができたときに踊るのよ。……ユーニスに踊ってあげたら喜ぶわよ」

「え……」

　これまでこの手の舞をやったことはないし、母国にいたときからダンスの類が得意でないのは自覚していた。だが、笑顔でみんなに見つめられていると断れる雰囲気ではないし、教えてくれるという少女たちを無下にはできない。

　だから仕方なく、恥ずかしさをこらえて指導を受けることにした。

　舞の振り自体は簡単なものが多いが、とにかく体を動かし慣れていないアデーレにとっては難しかった。いくつかの基本的な振りを覚えてしまえばあとは繰り返しになるため、一曲を通して踊る頃には何とか形にはなったものの、それでもきちんとできていないという恥じらいが勝っていた。

「……これでユーニス様は、喜んでくれるのでしょうか」

　羞恥に耐えかねてアデーレがこぼすと、王も王妃も笑っていた。

「好きな女の舞を褒められない男はろくでもない。もしけなすようなことがあれば私に言いつけてもいいからな」

「……はい」

　できれば披露したくないなと思いつつ、アデーレはそれからしばらく少女たちから振りを教わった。

　そんなふうに食べたり飲んだり、楽師たちが奏でる音楽に合わせて披露される舞を鑑賞したりしているうちに時間は流れていき、あっという間にレースに参加した若者たちが戻ってきた。

　あれだけたくさんの数がいたはずなのに、駆け戻ってくる若者たちは数えられるほどしかいない。参加者のほとんどが、山の途中で脱落していったのだという。山に入っても花を見つけるまでは戻ってこられないから、そこで躓いている者もいるようだ。

　先頭を走っている若者は、うさぎの耳をした獣人だ。そのすぐ後ろを走っているのは、丸い耳をした獣人だ。ユーニスではない。

　先頭二人は、追いつ抜かれつ競り合っている。だが、遠目からでもひどく疲れていることがわかる。そのため、どちらが先にアデーレのもとにたどり着くかは気力の差に見えた。

　だが、そんなことよりアデーレが気になるのは、ユーニスのことだ。無事なのだろうか。まだ走っているのだろうか。そんなことが気になってたまらない。誰が自分に花を捧げるかよりも、彼の安否だけが気がかりだった。

　祈るようにアデーレが見つめていると、広場から歓声が上がった。その歓声を聞いて、遠くから跳ねるような動きで何かが近づいて来ていることに気づいた。

「ユーニスだわ！」

　王妃が椅子から立ち上がらんばかりに喜んで手を叩く。目を凝らすと確かに、それは立派な耳を持つオレンジ色の髪の若者だった。

　あっと思ったときには先頭争いをしていた二人を軽々抜かし、一番前に躍り出た。

　疲れも見せぬ走りぶりで、ユーニスは祭りの会場に戻ってきた。声援で出迎えられ、それに手を振り応えながらも、視線はアデーレに向けられている。壇上で待つアデーレは、自分を見つめる彼の姿に胸を熱くさせた。

「約束通り、花を持ち帰った。お前に花を捧げるのは、俺でなくてはならないからな」
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　アデーレのいるところまで上がってきたユーニスは、跪いて花を差し出してきた。

「……ありがとうございます」

　戸惑いながらも、アデーレは差し出された花を受け取った。見たこともないほどの深い青色の花弁を持つ、美しい花だった。

　こんなふうに花を贈られることが嬉しいものだと、アデーレは初めて知った。

「あのね、アデーレ。本当はこのレースは、町の若者たちに勝ちを譲ってやるべきだったの。彼らが妃を間近で見られるなんて栄誉、そうないのだから。でも、それをユーニスは譲りたくなかったの。誰にも」

　嬉しいと思いつつ、アデーレはまだ戸惑っていた。その戸惑いを察した王妃が、アデーレに耳打ちした。

「ユーニスは、独占欲が強いの。だからこれは、愛なのよ」

「愛……」

　王妃の言葉を聞いてアデーレは花を、それからユーニスをじっと見た。ユーニスは少年みたいに少しはにかんで、アデーレの反応をうかがっている。

　こんなとき、どうしたらいいのかわからなかった。

　これが社交辞令で形ばかりの場で渡された花なら、失礼のない程度に笑みを浮かべてお礼を言えばいいのだろう。

　だが、この花は違う。本来王族が出るべきではないレースに参加して、ユーニスが懸命に走って山の中で見つけてきてくれた花だ。アデーレを喜ばせようと、とびきり美しいものを選んできてくれたのだ。

　それに、花を差し出してきたユーニスの誇らしげな顔が、たまらなく愛おしかった。そして、彼から花をもらえたことが、とても嬉しかった。

　その嬉しさをどう伝えればいいだろうかと、アデーレは悩んだ。

　姉たちは、何かもらったときのお礼の言い方や喜び方がうまく、父である王から可愛がられていた。もともと愛らしい容姿をしているから、笑うともっと可愛いのは当たり前だ。だが、姉たちはそれだけでなく、声の出し方や首の傾げ方にいたるまで計算なのか生まれ持っての才能なのか、人の心を動かす仕草ができる人たちだった。

　それに比べてアデーレは、ただ行儀よく「ありがとうございます」と言うのが精いっぱいだった。笑顔を浮かべても姉たちのように華やかではなく、それどころがぎこちないため、そんなアデーレを見る父王の目はいつも不満そうだった。

　いつだったか、「お前は可愛げがなくて贈り物のしがいがない」とまで言われたことがある。あのときの冷たい眼差しとがっかりした声を思い出すと、身がすくみそうになる。

　だが、この花をユーニスが頑張ってとってきてくれたことが嬉しくて、ややぎこちないものの笑顔を浮かべることができた。

「今までもらったどの花より、嬉しいです。部屋に飾ります。……ずっと枯れないでほしい」

　この花に対しては、どんなきれいな言葉より飾らないありのままの言葉がいいだろうと、アデーレは素直な気持ちを伝えた。というよりも、ユーニスの真心に対して返せるものが素直な言葉のほかにない。

　だから、言葉とともに笑ってみせた。贈られた花でこんなにも心が動いたと伝えたくて。

「アデーレ！　お前は、笑うとこんなに可愛いのだな。その笑顔を見るためなら、何度だってこの花を取りに行くさ」

「きゃっ」

　感極まったのか、ユーニスが椅子からアデーレを抱き上げた。抱え上げられたことと急に顔が近くなったことで、アデーレはどうしたらいいかわからなくなる。

　だが、そうして驚いていたのも一瞬だ。奥歯まで見せて大きな口を開けて笑うユーニスを見て、アデーレも嬉しくなって笑った。当然、照れもある。しかしそれよりも、笑う彼を見たら嬉しくなった。

「ユーニス様……恥ずかしいです。みんな見ていますよ」

　壇上の出来事を、祭りに集まっている民たちが見ている。抱えられているのは嫌ではないが、こんな形で視線を一心に集めているのは照れてしまう。

「見せてやれ。俺の妃は笑うとこんなに愛らしいのだからな。幸せのお裾分けだ」

　そう言って、ユーニスはアデーレを抱えたまま走り出した。

　人波が割れて、道ができる。道を作る人々はみな笑顔で、手を叩いて迎えてくれる。人々から「殿下ー」「アデーレ様ー」という声があがる。

　ユーニスに手を振り返してやれと言われて振り返してみると、人々からはさらに歓声があがった。

　走るユーニスに抱えられて感じる風の気持ちよさと、人々の笑顔と歓声に、アデーレはこれまで感じたことがないような幸福感を覚えていた。

　それはユーニスや国王夫妻、そしてこの国の民たちがこんなふうにアデーレを歓迎し、大切にしてくれようとしているからだ。

　だが、幸せだと思うと同時に、「なぜ？」という考えも頭をよぎる。

　民たちは、まだわかるのだ。人気者のユーニス王子の妻だから、アデーレのこともこんなふうに出迎えてくれるのだろう。

　しかし、ユーニスたちはなぜこんなにも温かいのだろうか。アデーレはただの政略結婚の駒ではないのだろうか。

　嬉しさとともに不安もあり、アデーレはそれらふたつの感情の間で揺れ動いていた。

　しばらく走ってから、城の近くまで帰ってきてようやくユーニスは足を止めた。そしてアデーレを地面に下ろし、再び抱きしめる。

「ようやく二人きりだ。お前を人々に見せたい気持ちと、誰の目にも触れさせたくない気持ちとの間で揺れ動いて大変だった」

　そんなことを言って、ユーニスはアデーレの耳元で笑っていた。低く心地よい声だ。その声から彼が今、どんな顔で笑っているのだろうかと思って、アデーレは身をよじって見上げた。

「どうした、アデーレ？」

「ユーニス様が、どのようなお顔をされているのか、気になって……」

「俺の顔が見たかったのか。存分に見つめるといい」

　そう言ってニカッと牙を覗かせて笑うユーニスを見て、アデーレの心臓は跳ねた。

　アデーレの手から花を奪うと、ユーニスは優しい手つきで耳の横にそれを挿してくれた。そして、「きれいだ」と優しく目を細める。そんなふうに微笑まれるとまた、アデーレの心臓はうるさいくらいにトクトク鳴った。まるでアデーレに代わって嬉しい気持ちを伝えようとでもいうように。

　ユーニスは誰の目にも凛々しく美しい男性として映るだろう。容姿が整っていることもそうだが、筋肉のついた引き締まった体も、美しい毛並みも、類まれなるものであることはわかる。

　だが、アデーレの心臓が跳ねるのはきっと、彼が美しいからだけではない。母国にいた頃、縁談の中には容姿がいい男性も令嬢たちに人気の男性もいたのだ。しかし、その誰を前にしてもこんなふうに胸が高鳴ったことはない。

　つまり、アデーレは少なからず彼らとは違いユーニスには惹かれているということだ。

　そのことに気がつくと、胸が苦しくなって、頬が熱くなるのがわかった。だからそれをごまかすために、アデーレは踊ることにした。

「あの、ユーニス様。先ほど祭りで、少女たちから舞を教わりました。……恋人や夫に贈る踊りだそうです」

　教えられた振りを思い出しながら、手を振り、腰を振り、その場で回って見せ、アデーレは舞を披露した。振りひとつひとつに意味が込められていて、指先にまで想いを込めて踊るのが大事と教わった。だから、動きは洗練されていなくてもせめて少しでも想いが伝わるようにと、ただそれだけを考えて踊った。

「……まさか、アデーレのこの踊りが見られるとは」

　目を優しく細め、喜びを噛みしめるように微笑んでユーニスは言った。拙い踊りに幻滅されたらどうしようかと思っていたから、その優しい笑みにアデーレは安心した。

「お花の、お礼がしたかったのです。今はこの舞しか、お返しできるものがなかったので……」

　言っているうちに、アデーレはまた自分の胸がうるさく鳴り、顔が熱くなるのを感じていた。ユーニスに笑ってもらうのが嬉しいのに、彼を前にすると何だかドキドキして落ち着かないのだ。

　ユーニスが、この国の人々がどうして優しいのかまだ理由がわからない。それなのに、大切にされていることが嬉しくて舞い上がってしまっている。その嬉しい気持ちを、舞で表現したくなってしまったのだ。

「アデーレにもらえるものなら、何だって嬉しいさ。今、お前がここで石を拾って渡してきたとしても、俺はそれを布で大切に包んで部屋の宝箱に入れるくらいな」

　笑顔で言うユーニスを見たら、彼ならきっと本当にするだろうと思った。

「物の価値の話ではないのだ。誰でもないお前が、俺のために踊ってくれた、そのことが嬉しいのだ」

「……それなら、よかったです」

　感激から再び抱きしめてくるユーニスの腕の中、アデーレはほっとしていた。生まれて初めての心が踊る贈り物に、きちんと感謝と喜びの気持ちを伝えられたのだと。ユーニスの気持ちを台無しにしてしまわなかったのだと。

　戸惑いは、正直まだある。自分がこんなに大事にされていいのかと、なぜ大事にしてもらえるのかと。

　だが、この腕に身を委ねる恐怖や緊張のようなものは、もうすっかりなくなってきている。

　ユーニスとならいつか、本当に心を通わせることができるようになるかもしれないと、そんな予感を感じていた。

















第三章












　アデーレがレイモーンに嫁いできてから二月ほど経った頃。

　夕方になってアデーレの部屋につむじ風のようにユーニスがやってきた。

　祭りが終わってからもずっと忙しそうにしていて、最近では晩餐の時間まで顔を合わすことがない日がほとんどだった。だから、突然の訪問にアデーレは驚いた。

「アデーレ、一緒に来てくれ。見せたいものがあるんだ」

「でも、もうすぐ食事ですよ」

「すぐ済む！」

「ちょ、ちょっと……」

　戸惑うアデーレの手を引いて、ユーニスは強引に歩き出した。だが、部屋を出て廊下を少し進んだところでじれったくなったらしく、抱きかかえて走り出す。

「ユーニス様、あの、私は自分の足で歩けます。走れと言われれば走ります」

「だが、俺が抱えたほうが速い！」

　一応拒否してみたものの、上機嫌なユーニスはそのまま速度を上げて走っていく。それに彼の言うように、そうして抱えられて進んでいくとあっという間に目的地に到着した。

「見てみろ、アデーレ」

　ユーニスが足を止めたのは、アデーレの部屋を出て広大な庭を突っ切った先にある建物だった。白い石造りのこぢんまりとした城は、夕日を浴びて輝いていた。昼間の空の下で見るとまた違った趣があるだろうが、とにかくそれは美しかった。

「これは、アデーレのための城だ。遅くなってしまったが、俺が夫としてお前に贈りたかったものだ」

「これを、私に……？」

「ああ。レイモーンの男は愛する女を妻に迎えるとき、妻を住まわせるための新居を用意するのが習わしだ。だから俺は、本当なら式を挙げたときにはこの城を用意していなければならなかったのだが……お前に相応しいものをとこだわった結果、完成が遅くなってしまったのだ」

　恥ずかしそうに、申し訳なさそうに言うユーニスの顔を見たら、アデーレは喜びで胸がいっぱいになってしまった。

　この国の男が妻のために家を用意することは、侍女たちから教えてもらっていた。だが、それを知っていることと実物を目の前にするのとでは、感じ方が全く違う。

　話を聞いたときは、わざわざ新居を建ててもらうのはひどく申し訳ない気持ちになった。しかし、実物を前にすればそんな卑屈な気持ちはなくなった。この城をユーニスが自分のために造ってくれたのだと思うと、こんなに嬉しいことはないと思う。

　祭りの日に捧げられた花と同じだ。この城は、アデーレが贈られた数少ない真心がこもった贈り物だ。初めてはあの花で、その次がこの城だ。

　嬉しくて、嬉しくて、アデーレはただ城を見上げた。

「……どうしてユーニス様は、この国の人々は、私に優しくしてくれるのですか？」

　胸がいっぱいになって、大切にされていることを正面から受け止めることができて、ようやくアデーレはその疑問を口にすることができた。

　見上げるアデーレの視線を正面から受け止めたユーニスは、穏やかに笑った。そして、アデーレの体をぎゅっと抱きしめた。

「それはな、お前が我がレイモーンを、この国の民を救ってくれたからだ」

「え？」

　何かの比喩かと思ったが、アデーレを見つめるユーニスの顔は真剣そのものだ。わけがわからず、アデーレは首を傾げる。

「本当は、お前の母国ヒューレオロスは、この国に攻め入る気でいたのだ。だが、お前の父であるヒューレオロスの王が、お前の言葉を聞いて考えを変えたと聞かされている」

　初めて聞かされることに、アデーレは驚いてすぐに言葉を発することができなかった。

　レイモーンと母国ヒューレオロスが国境の森を巡って長いこと緊張状態にあったことは理解している。それが解消されたのが一年ほど前のこと。周辺国との兼ね合いや情勢から、隣国レイモーンと争っていても利がないと判断しての同盟締結と聞かされていた。まさかそこに自分が関わっているとは、夢にも思わなかった。母国でもアデーレの言葉で、父が考えを変えたなどとは、誰も話題にしなかったことだ。

「お前はヒューレオロスの王に言ったのだろう？『彼らは人と同じ言葉を話せます。ならば、対話の道も開けるのでは？　むしろ、ここで対話を拒んでは、我らが言葉を持たぬ獣以下だという表明になりはしませんか？　戦いは、最後の手段です』と。ヒューレオロスの王は第三王女であるお前のこの言葉で、我らと手を取る道を選んだと伝えてきた」

「お父様が、そんなことを……」

　確かにずっと前、アデーレはそう父に進言した。レイモーンの森を侵害したのはヒューレオロスなのだから、争うのではなく一度引いて、交渉するのが筋だろうと。武力でわからせるしかないという父に、この言葉を発したことは覚えている。

　そのときの父は、また娘が賢しらなことを言っていると嫌悪するような言葉しか返して来なかった。「これがお前の兄の口から出た言葉ならよかったのに」と言われ、そのときは女で王女のアデーレには発言権がないと受け止めていた。

　それがまさか、実は聞き入れられていて二国間の関係を決定づけることに関わっていたなんて。そしてその言葉によって、ユーニスやレイモーンの人々から心を寄せられることになるなんて。

「お前の父は我らに対して〝人であれ。理性的であれ〟という嫌味と牽制で伝えてきた言葉だったのかもしれないが、我らはこの言葉にひどく感銘を受けた。そして、俺はヒューレオロスのその聡明な王女を妻に迎えることに決めたのだ。民たちも、それを望んだからな」

「民たちも……だから、みんな私に優しくしてくれるのですね」

「ああ、そうだ。やがてこの国の王になる俺の妻には、アデーレしかないと多くの者が望んだのだ」

「……そうですか」

　望まれてここにいるのだと言われて、アデーレの目は潤んだ。ユーニスの言葉は、アデーレの心の奥で長く凍っていたものを溶かした。その溶けだしたものが涙となって溢れてきた。

「……ここにいてもいいと言われたのは初めてで、嬉しくて胸がいっぱいです」

　悲しくて泣いているのではないと、アデーレは伝えようとした。悲しみではなく、喜び、そして感謝だ。

「〝いてもいい〟ではない。〝いて欲しい〟だ。俺は、この国の者たちは、アデーレにいて欲しいのだ」

「私も、ユーニス様のおそばにいたいです」

　アデーレは、自分から初めてユーニスの胸に頬を寄せた。自分から初めて、彼に触れたいと思ったのだ。胸に頬を寄せたアデーレを、ユーニスは改めて抱きしめた。

　そうされていると、ひどく安心した。包み込まれると、ここにいていいのだと実感できた。

　これまでどこにも居場所がなかったアデーレに、こうして初めて本物の居場所ができたのだ。






　その日の夜。

　ユーニスがアデーレのために用意した新居の寝台の上で、二人は向かい合っていた。

　いつものように硬く強張ったアデーレをユーニスが荒々しく組み敷くのではなく、アデーレのほうから彼にくっついている。

　夫婦となって、初めてのことだ。

「甘えるアデーレは可愛いな。どうしたんだ」

「こうしていたい気分なんです。……いけませんか？」

「かまわん。今夜は、お前の好きにするといい。お前がしたいように俺に触れたらいい」

　そう言ってユーニスは小さな生き物でも可愛がるように、アデーレの頭を撫で、顎の下をくすぐるように触れた。こんなふうに誰かに可愛がられるということが、甘えるということが、あまりにも幸せで、アデーレはその幸せにとろけていた。

「……ユーニス様、唇に触れてもいいですか？」

　ユーニスの逞しい胸に頬を寄せるだけでは我慢ができなくなったアデーレは、そう尋ねてみた。本当なら、女から触れることをねだるなんて、はしたないと教えられていた。閨では夫に身を任せ、ただされるままになっているのが正しいと、年頃になったときに言い聞かせられた。

　だからこれまではユーニスに組み敷かれるままになっていたし、それでいいと思っていた。だが、望まれ受け入れられているのだと理解できた途端、夫であるユーニスのことが愛しくなったのだ。そして、愛しい人には触れたいと思う。

「わざわざ尋ねる必要はない。お前が触れたいと思ったとき、触れて構わないのだ。お前は俺のものだし、俺もお前のものだからな」

「……はい」

　金の目を愛おしそうに細めて見つめられ、アデーレは安心して自分の唇を彼の唇に重ねた。はじめはその感触を探るように何度も何度も押しつけるだけだったのが、そのうちに舌で唇をなぞったり、上下の間を割るようにして歯列を確かめるように舐めたりと大胆さが増していく。唾液が混じり合い、舌と舌が絡み合うのが気持ちよくて、夢中になっていく。

　そして、口づけが激しくなるごとに呼吸が乱れ、体が熱くなっていくのがわかった。

「唇だけでいいのか？　ほかの場所も、触れたがっているように見えるが」

　夢中で口づけていると、息継ぎの合間に距離を取られ、そう言って笑われた。

　指摘され、交わりの際にはもっといろんな場所に触れるのだということをアデーレは思い出した。それに、唇のほかにも触れたい場所はたくさんある。

　たとえば、逞しい胸板に直接触れたらどうなるのだろうかとか。美しく溝が刻まれた腹筋はどのような触り心地なのだろうかとか。ふわふわで愛らしい尻尾の付け根はどうなっているのだろうかとか。気になる場所にひとつひとつ触れていくことにする。

「くすぐったいな。お前、それでは仔猫がじゃれつくのと変わらないじゃないか。もっと、お前が俺に触れられて気持ちがいいところを触ってみろ」

　思うままに胸板を押したり撫でたりしていると、くすぐったさをこらえるようにしてユーニスが笑った。だが、その笑みには焦れた様子も見え隠れする。

「私が、気持ちいいところ……」

　夜伽のとき、ユーニスはどんなふうに触れてくれていただろうかと考えて、自分のものより控えめの胸の頂に触れてみた。いつもここを撫でたり摘んだりされると甘い痺れが全身に走るし、舐められ吸われると頭の芯から目眩のように快感が広がるのだ。だから、自分がされるのと同じように指先で摘み、舌先で突くようにして舐める。

「んっ……」

　小さな飾りのような胸の頂をちゅっと音を立てて吸ってみると、ユーニスの口からくぐもった声が漏れた。それは、感じたときに出てしまう声だ。自分が触れたことで彼を気持ちよくできたのだとわかって、俄然アデーレはやる気になった。

　もっと感じさせてみたい。もっと声を聞きたい。そう思って、アデーレはいつも自分に無上の快楽を与えてくれる彼自身に視線をやった。

　それは、期待に膨らんで下半身にまとわりつくだけになっている服を押し上げている。服を取り去ると、反り返って雄々しく天を指していた。

「こんなになって、触れて欲しがって……」

　華奢なアデーレの手首よりも太いその屹立の先端に、そっと口づけてみた。交わりの際、ユーニスはよくアデーレの蜜口を舐めてくれるのだ。だからきっと、そこに迎え入れる彼のものを舐めるのは正しいのだろうと、舌で愛撫を加えた。

　初めての夜、この逞しい彼のものを目にしたとき、こんなものに体を貫かれたら死んでしまうと思った。だが今は、これがどんなふうに自分に快感を与えてくれるか知っている。太く逞しいものであることに変わりはないが、快楽をもたらしてくれる彼のものに愛おしさを感じている。

「くっ……もっと、くびれた部分に舌を這わせて、口の奥まで、迎え入れてくれ」

　アデーレの舌は気持ちがいいらしく、ユーニスは何かをこらえるような声で指示してくる。彼が感じてくれているのが嬉しくて、アデーレは言われたとおりに愛撫を続けた。

　屹立の先端を口に含むだけでやっとだったが、ユーニスが気持ち良さそうにするのが嬉しくて、懸命に舌を動かした。嵩高い部分を口に含み、その下のくびれに念入りに舌を這わせるのだ。そうしているうちに自身も自然と腰が動いて、物足りなくなるのを感じていた。

「……俺に触れるばかりで、寂しくなってきたのだろう」

「きゃぅっ」

「ほら……ここはもう、すっかり準備を整えているぞ」

　夢中で口に咥えて舐めていると、ユーニスの手が下腹部に伸びてきて、アデーレの感じやすい場所を撫でた。ほんの少し指が触れただけでも、そこがひどく潤んでいるのがわかる。ユーニスの体に触れ、彼のものを咥えるうちに感じてしまっていたらしい。もうそこは、触れられることを待ち侘びていて、刺激を求めて蜜を零して蠢いていた。

　蜜に濡れたその敏感な部分に、ユーニスの太い指が這わせられる。くちゅくちゅと音が立つように浅い部分をかき混ぜられると、気持ちよさと物足りなさで腰がさらに揺れた。指だけでは到底足りないし、刺激が欲しいのはもっと奥だ。

「おいで。俺がほしいのだろう？」

「でも……」

　悠然と微笑まれ、アデーレは戸惑った。ユーニスは寝台に体を横たえ、まるでアデーレに組み敷かれるのを待っているようだ。実際にそういう意図なのはわかる。裸になった彼の体はすっかり準備ができていて、いつでもアデーレに応えられるようになっているのだから。

「妻が夫を求めるのはおかしなことではない。好きにしてごらん」

　ユーニスに言われ、恥じらいながらアデーレは彼の上に乗った。そして屹立に手を添え、待ち侘びている場所に導こうとする。

「んっ、うぅ……」

「大丈夫だ。日頃からうまく呑み込んでいるのだから」

「はっ、あぁんっ……」

　あまりの大きさに恐れをなして退けていた腰をユーニスが掴んで、先端を蜜口にぐっと押し込んだ。すると、鋭い痺れが走り、呑み込んだ先端に肉襞が絡みつく。

　初夜に体を開かれて以降、ほぼ毎夜抱かれてきた。そのためユーニスのものはアデーレの体に馴染んでいるが、だからといって大きすぎる事実は変わらない。しかし、一度咥えこんでしまうど恐れよりも快感を求める気持ちのほうが強くなり、アデーレは無意識のうちに腰を落として、ゆっくりと肉楔をすべて呑み込んでいった。

「……はいっ、たぁ……」

「狭いな……だが、この締め付けがたまらない」

　完全に呑み込むと、その大きさにアデーレはおののいた。咥えこむだけで精一杯だ。内側からみちみちと押し広げられる感覚。形をユーニスのものに変えられてしまう感覚。少しでも動けば強烈な快感に襲われることがわかっているから、じっとして息すらひそめてしまう。

　だが、挿入しただけでユーニスが満足できるはずもなく、彼はアデーレの中を堪能しようと、下から突き上げるようにして腰を動かした。

「あっ！　だめぇ……動いては……」

「お前の中に入っただけで動けぬとは……生殺しではないか。それに、お前の中はこんなに俺のものに絡みついて、欲しがっているのに」

「んんっ」

　ユーニスは自らを引き抜いたり、角度をつけて押し込んだりと、アデーレが感じる場所を的確に擦りあげた。

「あっ、そこっ！　やっ、あぁっ……！」

　蜜壺の腹側のごく浅い部分に敏感な場所があり、そこを抉るように念入りに擦られると、強烈な快感が走って目蓋の裏が真っ白になりそうだった。

　感じることで蜜が溢れ、浅い抜き挿しを繰り返されるとそれがくちゅくちゅと音を立て、白く泡立ったものが結合部から溢れる。

　浅い部分だけでも、快楽としては十分だ。だが、そうして可愛がられるうちに腹の奥が疼いていることにアデーレは気がついた。この咥えこんでいるものはいつ奥に届くのかと、期待に切なく疼くのだ。

「……ね、ユーニスさまっ……おく……奥に……奥を……」

「奥までほしいのか。それなら、自分で好きに動いてみろ。どうすれば気持ちがいいのか、もう知っているはずだろう？」

　ユーニスは微笑みながらアデーレの腰を撫でるだけで、それ以上先へは進んでこない。つまり、奥へ刺激が欲しければ自分で腰を振れと言っているのだ。

　こうして夫に跨っているだけでも恥ずかしいのに、自ら動くことはあまりにも淫らだ。だが、はしたなくても恥ずかしくても、動かなければこれより先へ進むことはできない。アデーレは覚悟を決めて腰を沈めた。

「ん、んんっ……！」

　腰を落とせばそのぶんユーニスのものは中をかき分けて進んでくる。敏感な肉襞を嵩高い肉棒が押し広げるように進んできて、その気持ち良さに腰を引けば今度はかき出すような動きになって快感が走り、また腰が落ちてしまう。いつしかアデーレはユーニスの上で飛び跳ねるような動きになってしまっていた。

「あっ、あぁっ！　やっ……んっ、あぁんっ」

「……締め付けながら擦りあげるとは……たまらないな。もっとよくしてやろう」

「やぁっ、だ、めっ！　ぁんっ！　やっ……！」

　肉棒を咥えこんで飛び跳ねるアデーレを満足そうに見つめて、ユーニスはアデーレの上下に揺れる乳房に手を伸ばした。そしてそのぷっくりとふくらんで色づいた蕾のような頂を指で摘んで、転がすように刺激する。

　秘処は極太の屹立に深々と貫かれ、敏感な蕾は苛まれ、アデーレは甘えるような声をあげながら髪を振り乱してよがっていた。そこには生真面目な王女の姿はない。夫に愛され、剥き出しの欲望を貪る女がいるだけだ。

　腰を振れば振るだけ快感が全身を駆け巡り、それにより意識が真っ白に塗りつぶされていく。それは、快楽を極め尽くし、快楽そのものに押しつぶされそうになってしまうような感覚だ。

　気持ちが良くてたまらないという感情と、押し流されてこのまま遠くへ行ってしまったら戻ってこられなくなってしまうのではないかという感覚に、アデーレは怖くなって切なくなった。

「……ユーニスさま……んんっ……怖い……おかしくなってしまうっ……」

　熱い吐息をこぼしながら、潤んだ目でユーニスを見つめた。それがさらに夫の劣情を煽ることなど、まだ知らないのだ。

「大丈夫だ。おかしくなってしまえばいい。──ほら」

　悪い笑みを浮かべると、ユーニスはアデーレの腰を掴んで荒々しく突き上げ始めた。自分で腰を上下させるのとは違い、下から容赦なく苛まれるのは快感が制御できない。大きく体を震わせて、アデーレは達した。

　一度達したところでユーニスは動きを止めることはなく、アデーレが背をのけぞらせ、爪先をピンと伸ばして蜜壺を痙攣させるように締めつけても、乱暴に最奥を肉楔で穿ち続けた。そのたび、何度も何度もアデーレは果てる。

　アデーレの喘ぎはやがて悲鳴じみたものに変わり、大きくなってきた。初夜の際、手で口を塞いで声を我慢しようとしたなど、遠い昔のことのようだ。

「あぁっ……！　やっ！　あんっ！　あっ！　あああぁっ……」

「くっ……出るぞ」

　意識を飛ばし、アデーレの体はガクッと大きく揺れてユーニスの上に倒れ込んだ。その瞬間、ユーニスのものが大きく震え、欲望が迸った。ドク、ドク、ドクッと脈打つのに合わせ、ユーニスは熱い欲を放つ。

「あ……奥に……うぅん……」

　ユーニスの脈動はいつもより長く続き、アデーレの中を満たしていった。とろりとした液体が注がれていくその感覚に再び感じて、アデーレは小さく震えた。

「アデーレ、大丈夫か？」

　気をやったままかと心配した様子のユーニスが自分の上でくったりとなって動かないアデーレの体を揺らした。すると、アデーレはとろりと目を開ける。

「水を飲みなさい。……あんなに大きな声を出したのだからな」

　水差しから器に水を注いでそれをあおると、ユーニスはアデーレに口移しで水を飲ませた。まだ意識のはっきりしないアデーレは抵抗せず、それを素直に飲み下す。すると、少ししてからその瞳に正常な光が戻った。

「……ユーニス様」

　アデーレは自分がしっかりとここにいて、そばにユーニスがいるのだとわかると、ほっとして彼の胸に頬を寄せた。汗に濡れた肌からは濃い雄の匂いがして、また腹の奥が疼く。先ほどまで彼のものを受け入れていた蜜壺がキュンとなり、飲み干せなかった白濁が溢れた。

「今夜はもう休むぞ。あんなに激しくしたのだから、これ以上は体がもたないだろう」

　アデーレの疼きを感じ取ったらしく、優しくなだめるようにユーニスが言う。それに対していやいやをするように、アデーレは彼の胸に額を擦りつけた。

「……どうして、私がまだしたいとわかったのですか？」

「それは、わかるだろう。俺を求める雌の匂いがお前の体から強くするのだ」

「それなら、抱いてくださればいいのに……」

　発情していることを指摘され、恥ずかしくなった。そして、わかっているのならその求めに応じてくれればいいのにと、恨めしくなる。

「お前が俺の愛玩なら、思うままに抱く。だが、お前は俺の愛する妻で、やがてここに大事な子を宿す女だ。そんなお前に無体を働くことはできないとわかるだろう？」

　腹を撫でながら優しく言われ、アデーレはくすぐったいような恥ずかしいような気持ちになった。

　嫁げば、誰かと夫婦になれば、いずれ出てくる話題だとは頭ではわかっていたのに。いざ自分のこととして聞くと、ふわふわするような気分になる。

「子供……お世継ぎ、ということですよね」

「まあ、そうなるな。俺に兄弟はないから、やはり子供はほしい。母上はあの通りか弱い方ゆえ、ようやく授かったのが俺ひとりなんだ。世継ぎが生まれれば、さらにみなが喜ぶだろうな」

「そうですね」

　愛する人の子供は欲しい。王子に娶られた以上、世継ぎを生むのも自分の役割だということはわかっている。だが、その役割や義務以上に、自分に家族ができるのだと思うと嬉しくてたまらなくなった。

「私とユーニス様の子供ということは、血を分けた家族ということになりますね。自分に家族ができるのだと思うと、何ともいえない幸せな気持ちになります」

「そういえば、アデーレの家は家族仲がよくないというか、複雑なのだったな」

「家族というより、所詮は血族にすぎませんから」

　長姉以外、王太子である兄も含めてすべて側室の子供だ。だが、次姉の母は長姉の母の妹だったこともあり二人の仲はいい。兄の母は心も体も弱く、王子を生んだという重圧に気を病んだために友人であったアデーレの母を王宮に呼び寄せて自分の侍女にしたという経緯がある。そのため、アデーレの母が兄も養育しているようなものだ。

「上の姉二人とはほとんど遊んだ記憶などありませんが、兄のデニスとは仲がいいのですよ。国の大事な跡継ぎと役に立たない偏屈王女なので、仲良くするのを周りはあまりよく思っていなかったようですが」

「だが、その兄が次期王となるのなら我が国との友好関係はますます厚いものとなるな。ヒューレオロスも落ち着くことだろう」

「いいえ……兄は、優しすぎて王には向きませんから」

　ユーニスの言うように、仲のいい兄が王位を継いだあと二国間が安泰となればいいと思う。だが、実際は彼が今後人の上に立つということにアデーレは不安しか感じていない。

「父がレイモーンと争う道を選ばず同盟を結んだのは、兄が王位を継いだあとの憂いをなくしたかったからだと思います。レイモーン以外の国々との火種を作るわけにはいかず、攻め入る口実を与えてもいけませんから。ですが、この弱腰ともいえるやり方に不満を示す家臣も少なくないのです」

「ヒューレオロスは、一枚岩ではないのだな……」

「争いが起こればそれは即ち手柄を立てる機会だと思う者が多いのです。みな、成り上がる手立てがないか、そればかり考えておりますから」

　実力主義といえば聞こえがいいが、血なまぐさい連中ばかりなのだ。だからこそ、自分がレイモーンに嫁ぐことになったのはよかったのだろうとアデーレは考えている。争いへの一応の抑止力とはなる。

「お前の兄は、お前と俺の子の伯父となる。子の伯父が治める国に危機があれば駆けつけない義理はないのだから、安心していろ。お前の大切なものは、俺が、この国が、すべて守ってやる」

　いつか子供を生む喜びも母国への憂いも何もかも抱きしめて、ユーニスは言ってくれた。その胸に抱かれ、アデーレは気がついた。この人の腕の中は自分を愛してくれるから安心するのではなく、アデーレのすべてを受け止め包んでくれるからなのだと。

「……私、ユーニス様のところに嫁げてよかった。いい加減にあてがわれる男のところへなんか嫁ぐものかと思っていたのですけれど、きっとあなたのもとへ来るためだったのかと思うと……傷ついた日々も報われます」

　用意された縁談を片っ端から断り続けたからこそ、今がある。そのことを思うと、妙に感慨深いものがあった。

「お前が素直で聞き分けのいい女でなくてよかった。もしお前が素直に周囲の意見を聞き入れて早々に結婚してしまっていたら、俺はこうしてお前を腕に抱くことはなかったのだからな」

「そうですね。……本当に、よかった」

　改めてギュッと抱きしめられ、アデーレもユーニスの体にしがみついた。密着すると温かくて、しっとりと落ち着く感触で、とても心地がいい。何より、愛する人の腕の中は何よりほっとする場所だと気がついたのだ。

「あの……ユーニス様、やっぱり、もう一度……」

　ユーニスに言われるまま今夜はもう眠ろうかと思っていたのだが、腹に彼の逞しいものが当たっていることがアデーレは気になってしまった。反り返るその姿は、まだ抱き足りないと雄弁に語っている。

「だが、お前の体が……」

「そうは言っても、この子は眠れそうにありませんけど」

「うっ……」

　試しにアデーレがその手の中に包むと、ユーニスのものは嬉しそうにピクリと動いた。これからどんな刺激を与えられるのだろうかと、期待に震えている。

「あんなに激しく抱かれて、確かに体はきついですけれど、それでもユーニス様をこのままにはしておけませんから」

　何をしてあげられるだろうかと考えて、アデーレは口で愛撫することを思いついた。唾液をたっぷりまぶして、手で擦りあげれば、少しは気持ちよくしてやれるだろうと。

「あの……痛かったり、嫌だったら言ってくださいね」

　そう言ってから、アデーレはユーニスのものを口に含んだ。先ほど行為の前に一度やったから、要領は心得た。嵩高い部分の下の、浮き立つ筋を舐めると気持ち良さそうな声が上がる。ユーニスが感じたときの、少しかすれてくぐもった声が好きだ。だからその声をもっと聞きたくて、念を入れて舌先を押しつけるように舐める。

　屹立全体が唾液で濡れてきたら、手で握って上下に擦る。すると、その刺激がよかったらしく、ユーニスの声が一段と切なそうに聞こえた。

「ああ、アデーレ……お前の口の中は、なんて気持ちがいいんだ」

　吐息まじりにユーニスは言う。彼がこんなふうに気持ちよくなってくれているのが嬉しくて、アデーレはもっと奥まで呑み込んでみようと試みる。

　ゆっくり呼吸しながら喉の手前まで呑み込んでみても、半分ほども入っていない。それでも、喉奥の柔らかな肉に先端が当たるのが気持ちいいのか、ユーニスの吐息に熱がこもるのがわかった。

　口の奥まで含んだまま、アデーレは舌で肉棒を愛撫した。口に含みきれなかった部分は、手で握って擦りあげる。

　蜜壺に出し入れするときの動きを思い浮かべ、頭を前後に振ってみると、それはとても気持ちがよかったらしい。ユーニスが「くっ……」と何かをこらえるような声を出した。これなら彼を果てさせられるかもしれないと思い、アデーレは頭の動きを激しくする。

　ただでさえユーニスのものは逞しく、先端を含むだけでもやっとだ。それを咥えられるだけ奥まで咥えているとだんだん顎が疲れてきたが、それでも懸命に舌で愛撫をし続けた。

「……アデーレ、出るぞ……！」

「んんっ」

　口の中の屹立がひと際硬さと太さを増したと思った瞬間、それがビクンと大きく跳ね、次の瞬間勢いよく飛沫が迸った。アデーレはギリギリのところで喉奥から口の中ほどまで引き抜き、その飛沫を舌の上で受け止めた。

「んく……ん……」

　それは、独特の粘り気と苦味がある液体だった。においも強い。だが、不思議と嫌悪するものではなく、アデーレは何とか苦労しながら飲み下した。ユーニスが放ったものなら一滴も、無駄にはしたくなかったのだ。

「アデーレ……お前の可愛らしい口にすっかり搾りとられてしまった」

　屹立から口を離すと、感極まったようにユーニスに抱きしめられた。自分の拙い愛撫で彼を満足させられたという達成感に、アデーレも抱きしめ返した。

　愛しくてたまらない。愛しい人と交わることが幸福で気持ちがよくてたまらない。ふわふわと体が浮かび上がるような幸せに包まれ、その日アデーレは眠りについた。

















第四章












　陽射しも風も穏やかな、過ごしやすいある日の午後。

　アデーレは王妃とともに少し遠出をして、草原に来ていた。お茶を一緒に飲むのなら、どうせならこの国の景色が楽しめるところにしようということになったのだ。

　午前中に出発して休みながら進んで、昼を過ぎた頃に到着した。そして用意していた絨毯を広げ、料理人たちが持たせてくれた食事をその上で楽しんだ。

「最近、ユーニスとすごく仲がいいみたいでよかったわ。あの子、ますます活き活きしてるのよ」

　王妃はそう言って、無邪気な様子で笑う。相変わらず少女のようで、どんな美しい景色よりも王妃を見ているのが楽しいとアデーレは感じていた。

「初めは緊張していたのですが、打ち解けてみるとすごく素敵な方で、私は日増しに好きになっていっているのです」

「それは、あの子も一緒よ。というより、出会う前から評判だけであなたを好きになって、実際に目の前にしたらもっともっと好きになってしまったのね」

「そうなんですか……嬉しい」

　夫としてではなく、好きな人としてユーニスについて話せることにアデーレは何だかくすぐったい気持ちになっていた。政略結婚だったはずなのに、今ではすっかり彼に恋をしてしまっている。王妃の顔を見れば、彼女も同じなのだとわかる。

「私の夫もそうだけど、うちの息子は愛が深いから大変でしょう？　……ユーニスにはね、妻が大好きでも一晩中抱き潰すなんてことはしてはいけないってきちんと教えてきたつもりなんだけど、大丈夫かしら？　体力もあるし、欲も尽きないから」

　周りの従者たちの目を気にしてか、王妃は声をひそめて言う。だが、その手の話題に不慣れなアデーレは、顔を真っ赤にしてしまった。

「手加減は、一応してもらっています。いずれ子を宿す体なのだから、乱暴にはできないと……十分、激しいのですけれど」

　彼の技巧に夜ごと泣かされ前後不覚にされている身としては、穏やかな夜伽とはとても言い難かった。声が枯れるほど鳴かされるのは日常茶飯事だし、乾いたシーツの上で目覚めたことはない。毎夜たっぷり可愛がられ、いつの間にか気を失ったまま朝を迎えることもあるほどだ。

「あらあら。それなら、本当に近いうちにわたくしはおばあちゃんになるのね。楽しみだわ」

　仲睦まじいアデーレたちの話を聞いて期待が高まったからか、王妃は嬉しそうに笑っていた。アデーレとしても早く孫を抱かせてやりたいと思っている。だが、嫁いできて半年近く、あんなに仲良くしているのに変化がないことに、少し焦り始めてもいた。

「あの……ユーニス様を授かったとき、どのような体の変化がありましたか？　月のものが止まるというのは、聞いたことがあるのですが」

　不安になり、アデーレは尋ねた。妊娠に気づく兆候をいくつか知っていれば、少しは気が休まるのではないかと思ったのだ。そのくらい、今はわずかなものにも縋りたい。

「そうね……まず、鼻がすごく敏感になったわ。とにかくいろんなものの匂いが気になって仕方がなかったの。自分の体に変化があった匂いにも気がついたし」

「匂い？　妊娠の匂いがあるんですか？」

　嗅覚が鋭くなったという話よりも、妊娠したときにする匂いとやらが気になった。自分の体をくんくんと嗅いでみたが、アデーレには何もわからない。

「人の嗅覚では、難しいでしょうね。でも、わたくしは産んでからもその鋭さはあまり衰えなかったみたいで、使用人が妊娠したときも本人より早く気がついたくらいなのよ」

　王妃はからかうみたいに笑って、アデーレの首筋や頭皮の匂いを嗅いだ。そして、優しく首を振る。

「まだね。仲良しなんだから、焦らなくてもそのうち授かるわ」

「それは、わかっているのですが……」

　姉たちがどちらも嫁いですぐに懐妊していたことを思い出すと、やはり焦ってしまうのだ。結婚も遅かった。その上、妊娠も遅いのかと。女として可愛げがない、魅力がないと言われ続けてきたため、こんなときにはそのときに植え付けられた劣等感が首をもたげてきてしまう。

「妊娠するときはね、本当に不思議なくらいあっけなくするの。だから、その時々の自分の気持ちや欲求を大事にして。これは、慰めではなく助言ですよ」

　王妃は、真剣な顔でアデーレを見つめる。そのまっすぐな眼差しを見れば、確かに彼女が単なる慰めを口にしているのではないとわかる。

「夫は、抱くときは激しいのだけれど、日頃はわたくしの体をよく気づかってくれるの。ですがある夜、気づかわれて添い寝だけで朝を迎えようとしているとき、わたくしは唐突に彼を求める気持ちが高まって、自ら彼を受け入れたの。自分でも信じられないくらい大胆になって、ひどく荒々しく求めて……その結果ユーニスを授かりました」

　夫婦の秘事であるはずのことを話しながらも、王妃に照れた様子はなく、ごく真剣だった。戸惑いながらも語られた内容を噛み締めて、アデーレは理解しようとする。

「つまり……授かるときは私の体がそれを知っている、ということですか？」

「そうよ。そのときは、抗い難く訪れるの。だから、あなたがユーニスを欲しいと思うときがあれば、無理やりに押し倒してでも交わりなさい。そのとき子種を授かれば、自然に子は宿るものよ」

「……わかりました」

　王妃からの有り難い助言を受け取り、アデーレは深く頷いた。まだそんなふうに抗い難い情動に襲われたことはないが、そのときが来ればきっとわかるのだろう。それならば、そのときを待つしかないのだなと落ち着くことができた。

「そろそろ天気が変わりそうね。風の匂いが変わったわ」

「そうなのですか。それなら、帰り支度をしましょう」

　王妃がスンと静かに鼻を鳴らし、空に目をやった。アデーレにはわからないが、獣人である王妃の言うことならば確かだろう。

　それに、使用人の中に何となく落ち着かない者がいるようなのを感じ取って、帰り支度を促した。アデーレたちが帰ろうと言い出すまで、きっと彼らは待つしかないのだろうから。

「あっ」

　敷物を片付けている最中、ふわりと風が吹いて王妃の肩にかけていた布を奪っていった。

「私、取ってきます！」

「アデーレ、いいのよ！」

　王妃は止めたが、アデーレは布を追って走り出した。他の使用人たちは手が空いていないのだ。それなら、自分が取りに行ってやるしかない。これから天気が変わるというのに王妃が体を冷やしては大変だと思ったのだ。

　突風というほどではなかったのに、布はうまい具合に飛んでいく。アデーレも決して足が遅いわけではないため、見失うことなくそれについていった。

　だが、そうやって布にばかり注意が向いていたのがよくなかったのだろう。草原の終わり、森の入口に差しかかったところで突然人が出てきたことに、アデーレは気がつかなかった。

「きゃっ」

　気がついたときには数人に取り囲まれ、あっという間に森の奥へ引きずり込まれる。

「何をするのです！　離しなさい！」

「暴れるな！　おとなしくしろ！」

「痛いっ！」

　羽交い締めにされ、このままでは大変な目に遭うと理解したアデーレは、必死に暴れた。だが、手足をバタつかせ、自分を押さえ込む者たちに何発か拳をぶつけたところ、手酷く殴られてしまった。

「……あなたたちは」

　地面に叩きつけられ、そのときになってようやく自分を捉えようとしている者たちの顔を見た。そして、驚いた。

　そこにいたのは、よく見知った顔だった。母国にいた頃、見ていた顔だ。アデーレをさらおうとしているのは、ヒューレオロスの人間たちということだ。

　しかも記憶違いでなければ、彼らは兄である王子の側近たちである。

「……アデーレ王女には、死んでもらわなければならない！」

　顔を見られたことに焦ったのか、側近のひとりが叫んだ。その声に触発され、他の人間たちもにわかに殺気立つ。

　だが、そわそわと落ち着かないのがひと目で見て取れた。ということは、企みがあって草原近くの森で待機していたのは間違いないが、その後のことについては打ち合わせていなかったのだろう。それならまだ、生き延びる機会を得ることができるかもしれない。アデーレは、必死に頭を働かせた。

「……これは、王子の指示ですか？」

　あの心も体も丈夫ではない兄がこんなことを企んだのだろうかと、まずはそのことを確認したかった。それに、彼がこんなことをするわけがないという思いもあった。兄が関わっているか否かによって、アデーレの心持ちも変わる。

「あの方は……あの方が王位を継がれるのだから、こんな日和見のやり方をしているべきではないんだ！　なぜ王は、レイモーンに媚びるようなことを……戦って、我らが優位であることを示すべきだった！　次期王である王子が戦が得意ではないと思われるならなおさら！　王が壮健なうちに我が国の威光を示しておくべきだった！　それをこんな腑抜けたやり方で……近隣国に舐められればそれこそ終わりだ！」

　側近の男は、アデーレの問いに息巻いて答えた。この答えを聞けば、これが王子の考えではないことも、王の策ではないこともわかる。

　アデーレの父である王は、穏やかな気性の王子を補佐できればと、血気盛んな者たちを側近につけていたのだ。そしてヒューレオロスには、実力主義の風潮が根強い。武勲を上げれば褒賞がもらえ、地位が向上する。だが、逆にいえば手柄を立てる機会がなければ成り上がるのは難しいということだ。

　つまり、このまま王子の側近でいても、彼が穏健路線の政治をする限り武勲を立てる機会に恵まれずくすぶっているだけだから、無理やりにでも他国と争いを起こしたいということのようだ。

　何と浅はかで愚かな考えなのだろうか。

　アデーレをレイモーンの人間が殺すなり傷つけるなりしたことにして、それを口実に攻め入ろうとしているのだろうが、ヒューレオロスの王が同盟を結ぶ道を選んだ理由を考えてみれば、争うことがどれだけ愚かかわかる。

　余裕で勝つことができるのなら、ヒューレオロスは戦争することを選んだだろう。だが、負けはしないまでも消耗するのみなのがわかったから戦わなかったのだ。消耗したところを別の国に仕掛けられれば厳しい状況になる。その危険を取るより周辺への威圧として、レイモーンと手を組むのがもっとも利益となったのだ。そのことを、王子の側近たちは欲に目がくらんでわからないらしい。

「私が殺されたことを契機に、レイモーンと争いたいのですね？」

「ああ、そうだ。あなたも王女なら、わかってくれるか」

「それなら、こんな半端な場所で私を殺してはいけません。ヒューレオロスとレイモーンの国境ギリギリの場所でなければ。私がレイモーンから逃げ出そうとしたところをあなた方が保護しようとしたのに、あとわずかでヒューレオロスの領土に届かず追いかけてきたレイモーンの者に斬られる──このほうが話の筋が通るでしょう？」

　何とか時間を稼がなければと、アデーレは考えた。この不穏分子たちの考えは到底理解できないし、計画がうまくいけばレイモーンにとってもヒューレオロスにとっても良いことなどない。だから、知らせを受けたユーニスが見つけてくれるまで、アデーレは無事でいる必要がある。そのためには何とか、助けが来るか逃げ出すかできるように機をうかがわなければ。

「アデーレ王女はそんなことを言って、逃げようというのではないか？　ここで殺して、死体を国境付近で発見したことにすれば同じように話の筋は通るだろう」

「いいえ。レイモーンの人々は獣人です。鼻もきくし足も速い。ここで私を傷つければ血の匂いで瞬く間に気づかれ、あなた方は自国の土を踏むより先に彼らに捕縛されますよ」

　アデーレは賊たちを脅そうと、試してみるかと言わんばかりに彼らの手に握られていた剣を自らの首に当てた。そこでわずかにでも傷をつければ、血が滴ってしまう。半信半疑だったのだろうが賊たちは焦り、アデーレを連れて移動することに決めたようだ。

「行くぞ！」

　アデーレは両脇を二人の男に固められ、せき立てるように歩かされた。彼らとしても後戻りできない事態に追い詰められたからか、物々しい雰囲気が増す。

「妹を殺されたとあれば、王子だって目が覚めるはずなんだ……王子が、もっと俺たちや国のことを考えてくれていれば」

　迷いがあるのか、理由がほしいのか、首領と思しき男が苦々しく言った。自分たちの犯行の理由を、王子になすりつけたいらしい。

　兄は悲しむかもしれないが、そこから復讐に燃えるという気質の人ではないとアデーレは思っている。それどころか、病に倒れてしまうかもしれない。根っからの病弱というわけではないが、細い神経をギリギリのところで保って生きている人だと、妹としてずっと感じていた。

　だが、アデーレが死ねばユーニスは怒るだろう。ヒューレオロスが戦争を起こさなくても、レイモーン側が起こす。情に厚く猛々しい人だ。王たる器を持った人だ。温かく迎えてくれた国民の手前もあり、アデーレを死なせた人間たちを決して許さないだろう。

　そうなれば、戦いは泥沼化することはわかっている。死んだ命のために戦っても、落としどころはない。戦ったところで死んだアデーレは戻らないのだから、どちらかが滅びるまで争い続けるしかないのだろう。

　だから、兄のためにもユーニスのためにも、アデーレは絶対に無事でいなければならないのだ。

　ユーニスは、レイモーンの獣人たちは、きっと匂いを辿って見つけ出してくれるとアデーレは信じていた。だから連行の最中、念のためにと手の甲を爪で深く引っ掻いて、こっそり血を出しておいた。

「町が見えてきた。……このあたりでいいだろう」

　ずいぶんと歩かされ、日も陰って夕暮れも間近となった頃。男たちは足を止めた。

　レイモーンからヒューレオロス寄りのところまでたどり着いたということで、ここでアデーレを殺すことに決めたらしい。

　歩いているうちに気が変わってくれないだろうかと思ったが、どうやら反対に決心を固めさせてしまったようだ。

　ユーニスたちは、まだなのだろうか。人間であるアデーレには、何かが近づいてきていてもその気配を察知することはできない。

　それなら、彼らが来ていると信じて、あと少し悪あがきをして時間を稼ぐしかない。

「あなたたちは、私と兄がまだ小さかったときに遊んでくれたことがあったわね。騎士物語を真似て、馬になってくれたあなたたちに乗って、木の棒を振り回して……あの頃のままでいられたらよかったのに」

　賊の、王子の側近たちの顔をひとりひとり見て、アデーレは言った。彼らはアデーレたちがまだ子供のときは、そばに仕えて警護と遊び相手を兼ねてくれていたのだ。日々剣技を磨く傍ら王子たちの遊び相手になり、いつか戦のときは王子のために武勲を上げましょうと息巻いていた。

　そんな彼らだから、平和路線の国のあり方に失望し、こんなことをしでかしてしまったのだ。

「俺たちだって、あの頃のままがよかったですよ。というより……アデーレ王女が男だったならよかったんだ。王女が王子で、王子が王女だったのなら、すべて丸く収まってたはずだ。あなたは王女にしておくのが惜しいほど、聡明で気概がある」

　首領が、そんなことを言い出した。こんなときまで女であることを責められるのかと、アデーレの胸は痛んだ。

　国を出るときですら、父に同じようなことを言われたのに。

　女でなければ、女にしておくのが惜しい、お前が王子であれば──嫌になるほど言われてきた言葉で、ずっとアデーレを苦しめてきた。

　だが、今は違う。

「私もずっとそう思っていたわ。──この国に嫁いで、大切にされるまではね」

　アデーレが首領の顔を正面から見据えて言ったとき、つむじ風のように何者かが目の前に現れた。

　風を感じる前から、わかっていた。だから、姿を見ずともそれが誰なのかわかった。

「遅くなったな、アデーレ」

　そう言って、アデーレが待ち侘びた人物は不敵に笑う。そして、その腕に抱き寄せるようにして賊たちから距離を取った。

「死に晒せ、この下郎どもッ！」

「生きて帰れると思うなよ！」

　アデーレがほっと息をつく間もなく、また別の素早い動きをする者たちが目の前に現れた。ふたつの、非常に息のあった人影だ。風を切るように宙を舞い、何度か男たちに斬りつけると、あっという間に地に伏せさせてしまった。

　地に伏せさせた男たちに縄をかけていく姿を見て、アデーレは驚いた。

「……ナジャーとマイィ、あなたたちだったの？」

　恐ろしい言葉を発し、あっという間に賊を倒してしまったのは、なんとアデーレの侍女である双子の獣人たちだった。日頃そばで仕えているときはおっとりとした子たちだと思っていたため、その豹変ぶりにアデーレは信じられない気持ちになっていた。

「遅くなってしまい、申し訳ありませんでした」

「すぐにでも追いかけたかったのですが、王妃殿下の安全の確保とユーニス様への連絡を優先し、その後、神殿に森へ入る許可をもらわなければならなかったので」

　ペタンと尾を垂れ、悲しそうに二人は言う。責める気持ちなど一切ないため、その頭を撫でてやる。

「いいのよ。こうして来てくれたもの」

「……でも、お怪我をさせてしまいました」

　ナジャーが、傷を負ったほうの手をそっと握ってきた。手の甲を爪で引っ掻いた傷は思いのほか深く、抉れて瘡蓋では塞ぎきれていなかった。

「これは……血の匂いがすれば誰かが私の匂いに気がついてくれるんじゃないかって思ったの」

「さすがアデーレだ。懸命な判断だった。血の匂いがなくとも追うことはできただろうが、間に合ったかどうか。それでも……お前が傷つくようなことは避けたかった」

「ユーニス様……」

　ユーニスはアデーレを救出できたことを噛みしめるように、ギュッと強く抱きしめてきた。そうして抱きしめられて、アデーレもようやく落ち着くことができた。そして、体のあちこちが痛くて、ひどく疲れていることに気がついた。

「痛みますか？　私たちがついていながら……本当に申し訳ありません。給仕は苦手だけれど戦うことはできるから、アデーレ様の侍女になったのに……」

　マイィが垂れた耳をさらにペタンとさせて言う。彼女の言葉を聞いて、ようやくこの侍女たちが少し風変わりな理由がわかった。そして、ユーニスがいかにアデーレのことを考えてくれていたかわかる。強い侍女を二人もつけることで、彼は日頃からアデーレを守ろうとしてくれていたのだ。

「大丈夫よ。長いこと歩かされたから、疲れてしまったのね。運動不足だわ。いたた……」

　平気だと安心させようと体を動かすと、足首や肩に痛みが走った。それにはさすがに平静を装うことはできず、思わず顔をしかめてしまう。

「足は捻挫、腕も打ち身のようになっているだろうな。手荒く扱われたのだ。しばらくは安静にしていなさい。運んでやるから、暴れるんじゃないぞ」

「……はい」

　いつものように抱きかかえられ、アデーレはおとなしくユーニスの首に腕を回した。それに、暴れる元気などない。

「一足先に俺はアデーレを連れ帰る。お前たちは警備隊が到着したら、こいつらを一緒に城に運んでくれ」

　ユーニスはナディーとマイィに指示を出すと、一気に加速して駆け出した。あっという間に森を抜け、夜がにじみ始めた夕暮れの空の下を軽やかに走っていく。

　アデーレは先ほどまで怖い思いをさせられていたのが嘘のように、とても落ち着いてユーニスに運ばれていた。

　怖い思いをしたが、そのおかげで自分の帰る場所はレイモーンに、ユーニスの腕の中にあるのだと改めて実感することができた。そして彼もまた、アデーレの居場所は自分のそば以外にないと思ってくれているのだ。

　そのことがわかって、アデーレはとても幸せな気持ちになった。

「ユーニス様、迎えに来てくださって、ありがとうございます」

　嬉しくて、幸せで、アデーレはユーニスに強くしがみついた。そんなアデーレを、ユーニスは眉根を寄せて切なげな顔で見つめる。

「お前を失ったらと思うと、本当に恐ろしかった。だが、たとえ地獄へでも、俺はお前を奪い返しに行くがな」

　きっと、本当に恐ろしい思いをさせたのだと思って、アデーレは申し訳なくなった。悪人はいたとしても、事の発端はアデーレ自身の不注意だ。

　賊たちが話が通じる相手だっただけ。ユーニスたちが間に合っただけ。何か事情が変わっていれば、アデーレの命は危うかったのだ。

　もし殺されていたら、こんなふうにもう一度抱きしめられることは叶わなかった。

　そう思うと、こうして再び愛する夫の腕の中にいられることがどれほど喜ばしいことなのか、しみじみとわかった。

「ユーニス様、ごめんなさい。もう二度と、あなたのおそばを離れません」

「ああ、離すものか。俺はもう、お前なしでは生きていかれないことを、この半日で思い知らされたからな」

　城を目前にして立ち止まり、ユーニスはアデーレに口づけた。言葉はなくとも愛しているという互いの想いが伝わる、そんな口づけだった。










　騒動から数日後。

　ヒューレオロスから使者が来て、捕縛した賊たちを引き渡すことになった。

　友好国でないのなら、王子の妃を害そうとした罪で極刑に処すのが妥当だっただろう。だが、レイモーンとヒューレオロスは同盟国だ。引き渡して厳罰に処すよう求めるのが筋だろうと、痛めつけることなどなく引き渡すことになった。ヒューレオロスも、彼らを逆賊としてきっちり処分すると約束して連行していった。

　ヒューレオロスの国王であるアデーレの父からは、取り急ぎの謝罪の書状が届いた。その中には近々お詫びとお見舞いの品を届けに王子を向かわせると書いてあった。つまりは、兄の顔に免じて今回のことを収めてほしいという意味のようだ。

　側近たちの暴走であって、兄が悪くないことはわかっている。それに、もとから怒る気などなかった。側近たちの計画はあまりにも杜撰ずさんで、あの日様々な出来事が重なってたまたま途中までうまくいってしまっただけだ。

　そのことを考えると、あのとき風に飛ばされた王妃の上着をひとりで取りに行くなどという愚行をアデーレが冒さなければ、彼らは何もすることなく国に帰っていたのかもしれない。自分に落ち度と隙があったと理解しているため、誰にも怒りは湧かなかった。

　だが、日常が戻ってこないことには不満を覚えていた。

「……ユーニス様」

　夜の寝所で、アデーレはそばに横たわるユーニスに甘えてみた。

　ここのところ、ユーニスは騒動の処理で忙しく、夜遅くに部屋にやってきてから黙って寝台に横になって、ほとんど会話もしないまま、ただアデーレを抱き枕にして眠ってしまう。

　だが、アデーレの仕事はユーニスの抱き枕になることではない。

「だめだ。寝なさい。まだ傷が完治したわけではないのだから」

「でも……」

　むずがる子供をあやすように、抱きしめた背を撫で、髪を撫で、ユーニスは何とかアデーレをおとなしくさせようとする。

　騒動のそのときは、アデーレも興奮してわけがわからなくなっていたのだろう。痛みをあまり感じることなく、平然と賊と一緒に歩き続けていた。だが、あのあと城に帰って医者に診てもらうと、ひびや骨折こそないものの、打ち身や捻挫、森を歩いたときにできた無数の切り傷など、かなりひどい怪我をしていた。

　ユーニスはそのことを気にして、この数日は部屋からも出してもらえなかった。その上、どんなにねだろうとも口づけすらしてくれないのだ。そのことが、アデーレはすごくつらかった。

「お前が俺を求めてくれるのは嬉しい。だが、お前を大事に思う俺の気持ちもわかってほしいのだ」

「わかっています。ユーニス様は私のことを大切に思ってくださっている。それがわかるから、触れてほしいんです……」

　アデーレは懇願するように、ユーニスの逞しい胸に縋った。こんなにも触れられたいと思っているのに、求められたいと思っているのに、優しく拒まれるのはつらい。

「私は、国ではいらない存在でした。邪魔だとすら思われていたでしょうし、役に立たないと思われていました。ようやくレイモーンに嫁ぐことで、友好の証として役に立つことができたと思っていたのに……それすら苦々しく思われていたことを知りました。それでも、ユーニス様は私が大事だと言ってくださる。ここにいてもいいと言ってくださる。だから……せめて早くあなたのお世継ぎを授かりたいのに」

　言いながら、アデーレは胸が苦しくなってきた。

　国の役に立つ人間になりたいと頑張って学んできたのに、賢しらな女は可愛げがなく不必要だと疎まれてきた。同盟を結んだレイモーンに嫁ぐことでせめて存在する意味を見いだせたと思っていたのに、それがヒューレオロスの一部の人間たちの不満が爆発する原因となっていた。

　レイモーンの人々は、アデーレの嫁入りを喜んでくれている。ユーニスは、アデーレの考え方に惚れ込んで娶りたいと言ってくれた。居場所をくれたこの国の人たちのためにアデーレができることは、次期国王であるユーニスの子を生むことだ。

　そう思うからこそ、嫁いできて半年経っても身籠っていないことがつらいのだ。

「お前は、何もわかっていない。どれほど俺がアデーレを愛しているのか、お前を失うと思ったときどれほど怖かったか……あの賊たちがもっと手練で迷いがなければ、お前を森に引きずり込んだその瞬間、殺していてもおかしくなかった。俺はそのことを何度も考え、こうしてお前がそばにいる今も、胸の奥が恐怖に凍りついたままなのだ」

　ユーニスはアデーレの顎を指先で持ち上げ、その目を見つめさせた。金色の目が切なく細められ、胸の内を必死に伝えようとしてくる。

「世継ぎがいないことなど、些事だ。お前は俺の子を生むから価値があるのではない。たとえこの先子を授かることが仮になかったとしても、お前への想いも、お前の価値も、変わることなどないんだ。そのことがわからないのか？」

「……いいえ」

　ユーニスの言葉は深くアデーレの心を揺さぶった。胸がいっぱいになったため、それ以上の言葉を紡ぐことができない。

　ただここにいるアデーレのことが大切だと、何かを成すから価値があるわけではないと、ユーニスは言ってくれるのだ。

　これまで一度も、言われたことがない言葉だ。ずっと欲しかった言葉だ。

　そんなことを言ってくれるから、この人を好きなのだとアデーレは改めて思った。

「……俺だって、今すぐお前を求めたい気持ちを押し殺しているのだ。傷が癒えたら、必ず」

「はい」

　一刻も早くそのときを迎えられるようにと、アデーレは怪我の治癒に専念しようと心に誓って、眠りについたのだった。

















第五章












「ナディー、マイィ。お願いがあるんだけど」

　ある日の晩餐のあと。

　アデーレは天啓のようにひらめきを得て、侍女たちに声をかけた。

「アデーレ様、何でしょう？」

　入浴の準備をしていたナディーたちは、手を止めてアデーレを見る。彼女たちは自分の願いを正しく理解してくれるとわかっているから、緊張しつつも正直に打ち明けることにした。

「今日の湯浴み、いつもより念入りにしてほしいの。……今夜は、今までで一番きれいな私でいたいの」

　その言葉が意味することがわかったようで、ナディーもマイィも目を輝かせた。そして、いそいそと浴室の支度に戻る。

　今夜、ユーニスに抱かれなければならないと、アデーレはひらめいたのだ。

　そのひらめきは唐突に、だが確実なものとしてアデーレの中に舞い降りた。

　ひらめいた瞬間、これが王妃が言っていたものなのだとわかった。

　王妃は、抱かれるべきときが来たらわかると言っていた。そして、そのときが来たら何が何でも交わらなければならないと言っていた。

　アデーレにとって、それが今だ。騒動から日が経ったというのも、あるだろう。だがそれだけではなく、体の準備が整ったのだということがわかる。

　簡単に言えば、ユーニスのことが欲しくてたまらないのだ。日頃の、行為の最中に発情してしまう、あの感覚とはまるで違う。狂おしいほどに欲しくて、交わることを使命のようにすら感じている。

　普段、望んで彼に抱かれてはいるが、どちらかといえば狩る者と狩られる者なら狩られる者の気分だった。だが今は、狩る側の気持ちになっている。

「アデーレ様……すっかり傷が治りましたね。よかった」

「どこを触っても滑らかで、うっとりするような触り心地です」

　花を浮かべた特別な湯の中で体を洗ったあと、水気を拭き取ってからナジャーとマイィが香油を塗り込んでいってくれている。この香油が、数日前までは傷に効く塗り薬だったのだ。傷が早く治るようにと処方してもらったもので、それを祈るように毎日塗り続けていた。

「髪も、丁寧に梳いていきますからね」

「今夜は月がきれいだそうです。月明かりに照らされて輝く髪を見たら、きっと殿下も見惚れると思いますよ」

「ありがとう」

　体を、髪を、今夜のために整えていくというのは、とても気持ちが高揚することだった。これからユーニスに触れられるために、彼に愛されるための、魅力的な存在になろうとしているのだ。

　爪先から髪の一本に至るまで、すべて彼に触れられるために磨き上げるというその行為から、すでに彼との行為は始まっている。

「あとは……ユーニス様の訪れを待つだけね」

　すっかり身支度を整え、侍女たちが部屋を辞してから、アデーレは寝台の上で胸を高鳴らせていた。初夜のときとは異なる胸の高鳴りだ。

　あの夜は、ただひたすらに恐ろしかった。体を開かれ、快感を与えられても、何が起こったのかを理解できずに怖さのほうが勝っていた。

　だが今は、彼に抱かれる喜びを知っている。愛することの心地よさや、体を重ねることでしか得られぬ快感があることを知っている。

　今夜は、愛を交わすためにユーニスを誘うのだと決めた。

「ユーニス様！」

　部屋の扉が開いて、ユーニスがやってきた。いつもはやってきたことがわかっても寝台の上で彼を待つのだが、今夜のアデーレは違った。駆け寄っていって、彼の体にギュッと抱きついた。

「アデーレ、どうした」

「少しでも早く、ユーニス様に触れたかったのです」

「そんなに力を込めなくても、俺は逃げたりしないぞ」

　抱きついたアデーレをじゃれているとしか思わなかったのか、ユーニスはまるで猫でもあやすように頭を撫でてくる。そうして愛でられるのも嫌いではないが、今夜もその調子では困る。もっと別の意味で可愛がってもらわなければ。

　だから日頃はあまり触れない、彼の弱い部分に触れてみる。

「逃げないと言っても、ここのところ違う意味では逃げられっぱなしでしたもの。……今夜は、絶対に逃げてもらっては困るのです」

「くっ……」

　そう言ってアデーレが撫でたのは、ユーニスの尻尾の付け根だ。臀部のあわいの上部あたりから生えたそれを、少し力を入れて触れてみると、ユーニスは何かをこらえるような声を出した。とても敏感な部分らしくなかなか触らせてくれないが、彼がここに弱いことは、これまでの生活の中で感じ取っていた。

「……傷は？」

「もう治りました。──見て、触れて、確かめてください」

　ユーニスをその気にさせることができたと確信し、畳み掛けるようにアデーレは着ているものを脱ぎ去った。湯浴みのあとに着ているのは、一枚の長い布を巻きつけただけのものだ。腰帯を解くとはらりとそれははだけ、あっという間に一糸まとわぬ姿になる。

「……きれいだ」

　窓を背にして立つアデーレは、月明かりに照らされている。月の光は白い肌を、その柔らかさを浮かび上がらせ、ユーニスの目を釘付けにした。

「見ているだけではなく、触れてください。もうどこにも、傷がないことを確かめて」

「ああ」

　ユーニスはふらふらと吸い寄せられるようにアデーレに近づいていくと、肌の上に逞しい手のひらを這わせた。しばらくの間、触れ合うことなく抱き合って眠るだけの日々を送っていたため、アデーレの肌は敏感さを増している。肌を優しく撫でられるだけで、吐息が熱を持ち始めた。

「ユーニス様……んぅ」

　アデーレはユーニスの首に腕を回すと、背伸びして彼の唇に吸いついた。軽い口づけからどんどん激しくしていくのではなく、初めからねっとりと深く舌を絡めていく。唇を、舌を、どのように動かせば気持ちがいいかを知っている。だから貪るように、混じり合う息すら逃さぬように、濃密に接吻を交わし続けた。

「んんっ！」

　唇に夢中になっていると、ユーニスがアデーレの片脚を上げさせた。そして、そのことで無防備になった下腹部に手を這わせていき、指先で茂みをかき分けた。

　ユーニスが部屋に到着するのを待つうちに、アデーレのそこは準備が整っていたらしい。蜜を溢れさせ、少し指を挿れただけですぐに飲み込んでしまった。

「……俺のものがほしくて、こんなになってしまっているのだな。もう指が二本入ったぞ」

「あぁっ……あ、んんっ……ユーニス様、もっとぉ……」

「ここか。アデーレはここが好きだな」

　口づけすることも忘れ、アデーレはユーニスの指に夢中になった。ここ最近どんなに焦がれても、触れてもらえなかった場所だ。だから、ほんの浅い部分でも触れられると気持ちがよくて、早くも蕩けそうになってしまう。

「……すき……すきぃ……ユーニスさまの、ゆび……」

　わざと音が立つように擦られかき混ぜられ、アデーレはそれに合わせて声を上げた。片脚立ちという不安定な体勢のせいでユーニスにしがみつかざるを得ず、彼に愛撫されるごとに腰が揺れる。揺れるとまた指が中の敏感な部分に擦れ、さらなる快感を呼ぶ。

　もっと強い快感を得ようと、いつしかアデーレはユーニスの体にしがみつき、はしたなく腰を揺らしていた。このまま一度、彼の指で果ててしまいたいと、そのことしか考えられなくなっていた。

　だが、唐突にユーニスの指の動きが止まってしまう。

「……ユーニス、さま？」

「自分ばかり気持ちよくなって、悪い子だな。悪い子には、きついお仕置きが必要だ」

「え……きゃっ」

　ユーニスは手早く自分の着ていたものを脱ぎ捨てると、アデーレの両脚を開かせて抱えた。立ったままそんなふうに抱えられると、アデーレは彼の首にしがみつくしかない。落ちてしまうことに怯えていると、先ほどまでの触れ合いですっかりその気になっているユーニスのものが、いきなり蜜壺を貫いた。

「ああぁっ！」

「しっかり俺に捕まって、締め付けていろ。──でなければ、落としてしまうかもしれんぞ？」

「あっ、んんっ、あぁんっ！」

　ずっぽりと根本まで肉棒を挿入すると、ユーニスは猛然と腰を振り始めた。立ったまま抱きかかえられているという不安定な体勢で激しく抜き挿しされ、怖くなったアデーレは言われるがまま彼の首にしがみつき、自分を貫く雄々しい屹立に肉襞を絡ませた。

　日頃は一度目の交わりは、アデーレの体を慣らすために優しくゆっくりしてくれる。だが今は、いきなり一度目から激しくされていた。まるで物のように抱えられ、貫かれ、乱暴に扱われている。だが、そんなふうにユーニスがただ快楽を貪ろうとするのは初めてのことで、その激しさにアデーレも感じてしまっていた。

　いくらアデーレが小柄とはいえ、こんなふうに立って抱えたまま腰を振るなんて、ユーニスが逞しくなければできないことだ。そんな逞しい雄に抱かれているという事実が、アデーレの官能をさらに高めていた。

　本能が、強い雄に抱かれることを求めていた。体の奥まで征服され、支配されることを欲していた。

　征服の証であるものが欲しくてたまらなくなって、アデーレは快感に震えながら自らも腰を振った。搾りとるように、彼のものを包み込む肉襞を蠢かせた。

「……ユーニスさまっ……あぁんっ……くださいっ……中にぃ……！」

　快感にアデーレの意識は白くなり始める。とろりとした目で、ふわふわと蕩けた甘える口調で、ユーニスに果てるようねだる。

　長らくおあずけを食らっていたアデーレの体は、ユーニスの熱を求めていた。勢いよく迸る熱い雫を注がれなければ収まらないと、激しく欲していた。

「……よく掴まっていろ。激しくするから」

「は……うぅんっ！」

　先ほどまでより高く脚を担ぐと、ユーニスは腰を落として激しく動き始めた。下から突き上げる容赦のない動きに、アデーレは快楽の階段を駆け上り、一気に果てた。

　アデーレが果てても当然終わりではなく、ユーニスは妻の体を貫く勢いで腰を振る。達したことでアデーレの蜜壺は大きく痙攣し、ユーニスのものをきゅうきゅうと締め上げ搾りとろうとする。

　部屋の中には肉と肉がぶつかり合う音と、湿った水音、それをかき消すほどのアデーレの嬌声が響いていた。アデーレは感じすぎて、もうずっと果てから帰ってきていない。

「アデーレ……！」

「ユーニス、さまあぁ……！」

　切なく名を呼び、ユーニスの腰の動きが止まった。その瞬間、深く抉るように肉棒は最奥に叩きつけられ、そこで大きく爆ぜた。

　肉棒は力強く脈動し、熱く潤んだアデーレの中にさらなる熱を注いでいった。その脈動はいつもより長く、迸る熱の量も日頃より多かった。

「アデーレ……すまない。あまりにお前の中が心地よく、無理をさせてしまった」

　脈打つのが落ち着くと、ユーニスはアデーレを抱えて寝台まで運んだ。

　横たえられたアデーレはまだ朦朧とする意識のまま、四つん這いになって尻を高く上げ、滴る白濁を指先ですくうようにして蜜口に押し込んでいく。

「アデーレ……何をしているのだ」

「子種を……こぼさぬようにしているのです。お医者様が、子を授かるには子種をいただいた際、なるべくこぼさぬように子宮に届かせるようにとおっしゃっていたので」

「それで……そんなふうに尻を高く上げているのか」

「はい」

　真剣に取り組む様子のアデーレをにやつきを抑えられない顔で見つめながら、ユーニスはその尻を撫でていた。少し力をなくしていた屹立が、それによって再び反り返る。

「……たまらない眺めだな。これでは、まるで雄を誘う雌ではないか。そんなに子種が欲しいのなら、ねだってみろ。尻を振って、俺を誘ってみろ」

　少し悪い顔をして言ってから、ユーニスはアデーレの尻を軽く叩いた。それによって、アデーレはビクンと体を跳ねさせる。

　だが、決して痛がっているわけではない。むしろ今の刺激で快感を覚え、アデーレの官能に再び火がついた。

「……ユーニス様、ここに、ください」

　アデーレは、尻を恥じらうように振りながら、ユーニスにねだった。

「何が欲しいんだ？　言ってみろ」

　ただで言うことを聞く気はないらしく、ユーニスはまた目の前の尻をぴしゃりと叩く。

「あんっ！　ユーニス様の、子種を……」

「子種だけでいいのか？　それなら、果てたあとにここに擦りつけてやるだけでいいのか？」

　ひとりで果てようというのか、ユーニスが自らのものを握って扱き始める気配に気づき、アデーレは焦った。子種が欲しいけれど、それだけではない。むしろ、彼の逞しいもので貫いてもらえなければ、子種だけもらっても虚しいだけだ。

「嫌です！　ユーニス様……いじわるしないで！　あなたと、繋がりたいんです……」

　アデーレは必死になって、尻を突き出したまま自らの指で蜜壺を弄った。指を激しく抜き挿しし、誘惑するように、わざと水音が響くように指を動かした。

　そんなふうにすると、そこから強烈に雌の匂いが立ち上った。人間の嗅覚でもわかるほどだ。その独特の雄を誘う匂いにユーニスは鼻腔をくすぐられ、彼のものは一気に力を取り戻した。先ほど大量に子種を放出したとは思えないほど、力が漲る姿だ。

「そんなに誘って……仕方がない子だ」

　乱れるアデーレを愛おしそうに見つめて、ユーニスはその腰を掴んだ。そして蜜をこぼすアデーレの秘処に自身を宛てがい、ぐっと押し込む。

「んっ……くっ……うぅ、ん……！」

「こうして後ろから貫くと、日頃当たらない場所に届くだろう？　……獣の交尾のようだな」

「あっ、あぁっ」

　深く挿入した状態で背後からのしかかり、ユーニスはアデーレの耳元で囁いた。耳にかかる息が、囁かれる言葉が、アデーレの羞恥心と官能に火をつけ、さらに気持ちよくさせる。

　だが一度果てているため、まだ体に力が戻っていない。それなのに、ユーニスは有り余る体力と欲でもってアデーレを再び快楽の果てに導こうとしている。
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「……すごいな。吸いついて、どこまでも奥に引き込もうとしてくる」

「んんっ……あぁっあっああん……んっ！」

　アデーレはまるで獣のように四つん這いになって、背後からユーニスに苛まれていた。引き抜かれるときに嵩高い部分に蜜をかき出すように擦られるのも、ぐっと腰を押し込んで肉棒が濡れた襞をかき分けて進んできて奥を突くのも、すべてが気持ちがいい。高速で抜き挿しされると種類の異なる快感がすごい速さで交互に押し寄せてきて、アデーレはおかしくなってしまいそうになっていた。

　快感から逃れようとするものの、がっちりと腰を掴まれていて逃れる術はない。

　アデーレは甘えた声を出しながら、ただ貪るように貫かれているしかない。

　何度も何度も小さく果てが訪れ、そのたびに体を、ユーニスのものを咥えこんでいる蜜壺を痙攣させる。

「やっ！　だめぇ……そこっ！」

　雄々しい屹立で深々と貫かれ抜き挿しされるだけではなく、ユーニスの指が秘処へ伸びてきたことでアデーレは焦った。アデーレの蜜なのかユーニスが放ったものなのかわからないもので濡れたそこは、少し触れられただけでも感じてしまう。

「こんなにふくらんで……触られたがっているではないか」

「んっ！　あ、はっ！　あっ！　あぁっ！　ああぁっ！」

「ここも、大きく口を開いて俺のものを咥えているな。……よしよし」

「んんんっ！　だ、めぇっ……あぁんっ」

　ぷっくりとふくらんで主張をする花芽を、肉棒を咥えこんでギチギチに広げられた蜜口を、ユーニスはそっと撫でた。たったそれだけで強烈な快感が走り、アデーレは大きく背をのけぞらせて肉棒を締めつけた。

　その瞬間を逃さず、ユーニスはアデーレの両手を掴んだ。手首を引っ張られ、膝立ちの状態になる。膝立ちのまま、背後から深々と貫かれているのだ。

「あ……これ……」

「奥に当たっているだろう？　女は、子種を受け入れる支度が整うと、子宮の口が下がってくるのだ。そしてこの体勢は、奥の奥まで貫くことができる。アデーレ、覚えろ。これがお前の子宮の口だ」

「あっ……！」

　手首を引っ張ってさらにアデーレの体を引きつけることで、ユーニスはさらに奥を抉った。その感触に、アデーレの体には強烈な痺れのような快感が走る。

　まだ体を開かれたばかりの頃は、こんなふうに奥を貫かれてもここまでの快感はなかった。だが今は、大きな快感の波が絶え間なく押し寄せてきてはアデーレの意識を押し流す。

　大きく腰を振って、ユーニスはアデーレの最奥を押しつぶすように何度も何度も貫いた。そのたび、アデーレはこれまで感じたことがないほどの強烈な気持ちよさを感じていた。

「今からここで、お前は俺の子種を飲み干すのだ。たっぷり注ぐからな」

「……はいっ……」

　大きな腰の振りから小刻みな動きに変わり、そこからはアデーレの意識は快楽を極め尽くしてその頂点から降りてくることはなかった。目の裏で星が瞬くようにパチパチとして、頭もぼんやりしている。ただ、快感と大きな幸福感に包まれていることしかわからなくなっていた。

「あっ……ぁんっ……ユーニスさ、まぁ……んんん……ぅあっ、あっ、あぁんっ」

「くっ……すごい締めつけだ……こんなにうねって……」

　真っ白になっていくアデーレの意識とは裏腹に、蜜壺は激しく蠕動し、ユーニスを苛んでいた。絡みつき、奥へ奥へと誘う熱い肉のうねりに、ユーニスの限界も近かった。

「アデーレ、愛してる……！」

「んああぁっ」

　それはこれまでにないほどの、激しい奔流だった。ユーニスのものがドク、ドク、ドク……と大きく脈打つと、アデーレの最奥に熱い雫が迸った。量も勢いも、今までのどの交わりよりも激しい。確かに自分の内側が満たされていくのをアデーレは感じていた。

　子宮の口に向かって、子種が放たれたのがわかる。子を宿すための場所に、それに必要なものが満たされていくのがわかる。

「ユーニスさま……お腹、熱い……」

「そうだ。ここに、たっぷり注いでやったからな」

　アデーレをうつ伏せに寝かせ、その上にのしかかってユーニスは言った。まだ深々と貫いたままだし、雫の迸りも止まっていない。今まさに注がれている場所である肉づきの薄い腹を少し力を入れて押さえ、ユーニスは自らの存在をアデーレに強く意識させた。

「んっ、やっ、そこ……」

「ここに……俺たちの子が宿るのだな」

　低く穏やかな声でユーニスは言う。その愛しむような響きに、快楽よりも幸福感がアデーレを包んだ。

　愛する人に体の奥深くまで抱かれること。そしてその人の子を宿すこと。その幸せを教えてくれたのがユーニスだ。

　どこにも居場所がなく、誰にも必要とされることがなかったアデーレは、今ここにいることが何より幸福だ。

「……私たちの子供たちを、必ず幸せにしましょうね」

　これから来る明るい未来を予感して、アデーレはユーニスに言った。

「子どもたち、ということは……たくさん仕込んでやらなければな」

　アデーレの言葉を受け、ユーニスが満足そうに笑う。受け取られた通りの意味だったため、アデーレも微笑み返した。

「そうですよ。たくさんたくさん愛し合って、子だくさんになるんです。ユーニス様に似て耳と尻尾が生えた、可愛い子たちをたくさんですよ」

　甘えるようにユーニスの胸にすり寄って言えば、彼が戸惑うのがわかった。戸惑うというより、悶えるというべきか。

「……アデーレ。あまり可愛いことを言うな。お前のことを考えないのなければ、俺は一晩中でもお前を抱くこともできるのだからな」

　ガルルと牙をむくように言われても、アデーレは嬉しくなるだけだった。だが、それ以上の挑発はしなかった。

　自分の体の奥に、重大な変化が起きたことを確信していたから。

「もっと可愛がってもらいたいのですが、遠慮しておきます。──どうやらもう、私だけの体ではないようなので」

　肉づきの薄い腹を撫でながら言うアデーレに、ユーニスは目を見開いた。そしてアデーレの首筋の匂いを嗅ぎ、さらに驚いたような表情をする。

「……そうか」

「まだ、わかりませんけれどね」

「いや、きっとそうなのだろう。こんなに深く愛し合ったのだから、授かったとしても不思議はない」

「そうですね」

　二人とも言葉には出さないものの、これからのことを考えて幸せな気持ちになっていた。ただ愛し合うだけではなく、その証が誕生するのだ。それは何ものにも代えがたい、大きな幸福となるだろう。










　それからひと月ほど経ったある日、アデーレたちはヒューレオロスからの使者を迎えていた。

「それでは……彼らの心変わりは不可能だったということですね」

　兄から、再三の説得にも賊たちが応じることはなかったために彼らを処刑するしか道はなかったとの報告を受け、アデーレは少し気落ちした。

　自身を害そうとしたとはいえ、賊たちは元々兄である王子の側近たちだったのだ。それに、アデーレも子供の頃に遊んでもらったことがある。

　彼らを凶行へ走らせたのは、国の政治のあり方への不満だ。その不満を汲み取るべき立場にあった者たちが何も気づけずにいたことも原因なのだから、なるべく穏便に済ませられればと、アデーレは思っていた。

「彼らの処遇を誤れば、国と国との問題になる。私は、彼らがお前の命を狙ったことも許しがたいが、平気で火種をまこうとしたことが何より許せない。自分たちの活躍の場を作りたいからと戦争を起こそうとするなど、言語道断だ。……少しでも悔いる姿勢があればと説得を試みたが、彼らに私の言葉はもう届かなかった」

「……そうですか」

「今後は国内の憂いの芽を早期に見つけ、このようなことが二度とないようにする。そして、我が国とレイモーンの関係をますます深めていけたらと思っている」

　重々しく言ってから、兄は改めて頭を下げた。彼のその悲壮な様子を見れば本当に申し訳なく思っていることは伝わってくるし、お詫びと見舞いの品として、ヒューレオロスの特産品をたくさん持ってきてくれている。ユーニスや国王夫妻とも話したことだが、レイモーンは今回の件をこれ以上の騒ぎにする気はない。

「お兄様、顔をあげてください」

　城の応接室の床に今にも伏してしまいそうな兄に、アデーレは声をかけた。謝罪はもういいのだ。せっかくこうして再会できたのだから、未来の話をしたいとアデーレは考えていた。

「国同士の関係は、今後時間をかけていかなければならないことだと思います。友好関係のために何が必要なのか、何ができるのか、そんな話をしたいと思うのです」

「……そうだな」

　アデーレの声かけに、兄は顔を上げた。その疲れた様子を見れば、彼がここに来るまでの間、どれだけ疲労したかわかる。

　だが、責任を果たす者の顔になったともアデーレは感じていた。

「この国はとても良いところですよ。気候は穏やかで作物もよく採れ、人々が幸福に暮らしています。ですが、そうして恵まれた部分があるぶん、文化的なところで旧時代的だと感じることもあります。この国はヒューレオロスに豊かさを分け与えることが可能ですから、ヒューレオロスは文化的な部分の発展に手を貸していただけたらと思うのです」

　アデーレは、嫁いできてからこの国で感じたことを兄に語った。

　気候的に恵まれていることに加え、獣人たちは人間よりも身体能力に優れ、丈夫だ。そのぶん、道具の発展がヒューレオロスをはじめとした近隣国よりも遅れている。身体能力の点だけで考えると、純粋な戦いではその戦闘力で他を圧倒するだろうが、道具や武器を周囲の国が発展させればその力の差はやがて逆転するだろう。

　それに、怪我や病とあまり縁がないために医療も発達しているとはいえない。今回自分が怪我をしてみて、アデーレはそのことを実感した。だから、そのあたりをヒューレオロスとレイモーンは補い合う関係になればいいのではないかと考えたのだ。

「そういう話だったのか……」

　どうやら賠償などの話でもされるのかと思っていたようで、デニスは露骨にほっとした様子を見せる。おそらく、国を出るときに周りからいろいろ脅されたのだろう。もし逆の立場だったらヒューレオロスはレイモーンに対して法外な賠償を求めたり、より大きな問題にしたりなど、強硬な姿勢を見せたはずだ。だからこそ、自分たちが加害者である今回は何をされるのかと恐れ、なるべく穏便に片付けられるようデニスに言い含めて送り出してきたに違いない。

「ヒューレオロスでどのような受け止め方をしているのかわからないが、我が国ではこのたびのことを国と国の問題にしようとは考えていない。アデーレを傷つけたものを庇い立てするなら話は別だが、貴殿らは適切な処分を下したと思っている。だから、これから先の話はすべて、二国間の友好についての話だ。安心してくれ」

　これまでずっと話の主導権をアデーレに任せていたユーニスが、デニスを落ち着かせるために口を開いた。一瞬構えたものの、デニスは少しの間ユーニスを見つめて、それからふっと笑った。

「……ユーニス王子は、アデーレのことを尊重してくださっているのですね。このはねっかえりを持て余すのではと心配していましたが、仲の良い姿にほっとしました」

　柔らかく笑うその顔は一国の王子ではなく兄のもので、それを見てアデーレはこの人だけは自分のことを思ってくれているのだと改めて感じた。

「お飾りのような女はつまらないし、アデーレははねっかえりではなく元気がよく頭が回るだけだ。俺も民たちも、アデーレが嫁いできてくれたことを本当に嬉しく思っている。……貴殿らは、人質か何かのつもりで差し出したのかもしれんが、俺たちは本当にアデーレを欲しいと思ったのだ。争いではなく、わかり合うことを進言してくれた聡明な王女をな」

　ユーニスの言葉に、アデーレの胸はじんと熱くなった。兄の前で改めて言われると、言葉の重みが違う。

　ユーニスはアデーレの価値を、よいところを、デニスに対しても訴えてくれたのだ。賢しらで可愛げのない無価値な王女ではなく、二国間の平和の架け橋になったのだと、そうしっかり言葉にしてくれた。

「……ユーニス王子のもとへ、この国へ嫁がせて本当によかった。友好国に妹が嫁ぎ、その妹夫婦が進歩的な考え方でいてくれるのは心強い」

　憂いが晴れたのか、デニスは明るい表情で言った。どんな賠償条件をふっかけられるのかと身構えて国を出てきたのだから、妹夫婦の仲の良さを目の当たりにしたら憂いも晴れるというものだろう。

　さらに安心させてやろうと、これから先に希望を持たせてやろうと、アデーレはとっておきの秘密を聞かせる気になった。

「お兄様は友好国に妹がいるだけでなく、この国の未来の後継者の伯父になるのですよ」

　にっこりして耳打ちすれば、すぐには理解できなかったようでデニスは一瞬キョトンとした。だが、数秒遅れで頭が追いつくと、その顔には満面の笑みが浮かぶ。

「……アデーレ、お前は母になるのか？」

「はい。ここに、新しい命が宿りました」

「何と……」

　驚いたようにデニスはアデーレの腹部を見つめるが、そこにはまだ何の変化もない。だが、これから確実にそこで命は育まれていくのだ。

「まだわかったばかりで、一部の者たちにしか知らせていないんです」

「このことが、何より嬉しい報せとなるだろう。……父上も、間違いなく喜ぶ。あの人はあの人なりに、お前の幸せを願っていたのだから」

「私が憎かったわけではなく、ただ持て余していたのだと今ならわかるわ。でも、もういいの。この子のためにも、レイモーンとヒューレオロスの友好と平和を一番に考えてくれるようになれば」

「ああ、もちろんだ」

　デニスは笑顔で頷き、それからユーニスと固く握手を交わした。それは形だけの友好ではなく、二国の未来の王となる二人が交わした友情の証だ。

　偏屈王女と呼ばれ、疎まれ虐げられた王女は、隣国に嫁いだことで平和のための架け橋となったのだ。






　それから、ヒューレオロスとレイモーンは共に支え合いながらゆるやかに発展を遂げていく。歴史書にはそれぞれの国の偉大な王について記されているが、人々の記憶にはレイモーンの国王夫妻の仲睦まじさと、王妃の聡明さについても深く刻まれている。
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